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第
二
次
偵
察
隊
の
報
告
に
も
と
ず
き
、
本

会
で
は
、
加
藤
本
部
長
、
松
方
隊
長
、
大
塚

登
攀
隊
長
等
が
中
心
と
な
っ
て
慎
重
に
隊
員

の
選
考
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
た
び
別

項
の
通
り
三
十
名
の
隊
員
選
考
を
終
わ
り
十

二
月
二
十
七
日
開
催
の
臨
時
理
事
・
評
議
員

会
で
了
承
を
得
た
の
で
ご
報
告
致
し
ま
す
。

当
初
の
計
画
で
は
、
松
方
隊
長
以
下
科
学

班
を
含
め
二
十
五
名
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、

第
二
次
偵
察
隊
の
報
告
に
も
と
ず
き
南
壁
登

攀
要
員
と
し
て
五
名
を
追
加
、
計
三
十
名
に

増
員
し
万
全
を
期
す
る
こ
と
に
し
た
。

〔隊
員
構
成
〕

○
隊
長
　
　
　
　
　
一
名

○
登
攀
隊
長
　
　
　
一
名

○
登
攀
隊
員
二
一
名

（女
性

一
名
を
含
む
）

○
科
学
班

気
象
観
測
　
　
二
名

地
球
物
理
　
　
一
名

高
所
医
学
　
　
四
名

七
名

他
に
毎
日
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
よ
り
報
道
班
員
八
―

十
名
が
参
加
の
予
定

〔平
均
年
令
〕

隊
長
を
含
め
る
と
…
…
…
…
三
二
・
八
歳

隊
長
を
除
く
と
…
‥
…
…
…
二
二
一
・
四
歳

登
攀
隊
員
の
み
‥
…
…
…
。…
二
九

・
七
歳

〔年
令
差
〕

最
高
　
　
七

一
歳
　
松
方
隊
長

最
低
　
　
二
三
歳
　
伊
藤
隊
員

〔年
令
構
成
〕

二
〇
―
二
九
歳
…
…
…
‥
…
…
二

二
名

三
〇
―
三
五
歳
‥
…
…
…
…
…
上
○
名

三
六
―
三
九
歳
‥
…
…
…
…
…
。…
五
名

四
〇
以
上
…
‥
…
‥
…
…
‥
…
…
…
三
名

〔所
属
別
）
…
‥
…
…
‥
…
。…
十
七
団
体

〔海
外
登
山
の
経
験
〕

○
エ
ベ
ン
ス
ト
偵
察
隊
員
…
…
…
…
六
名

○
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
経
験
者
…
…
一
三
名

○
ヒ
マ
ラ
ヤ
以
外
の
海
外
登
山
経
験
者

‥
…
‥
…
…
…
…
‥
‥
…
…
‥
…
…
‥
八
名

○
海
外
登
山
初
参
加
者
…
…
…
…
…
三
名

エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊
員
紹
介

隊
長
　
松
方
三
郎

（７１
）

登
警
隊
長
　
大
塚
博
美

（４５
）
会
員
番
号

三
五
一
四
番
（明
大
Ｏ
Ｂ
）本
会
常
務
理
事
、

第
二
次
、
第
三
次
マ
ナ
ス
ル
登
山
隊
員
、　
一

九
五
九
―
六
〇
雪
男
探
検
隊
参
加
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エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊
員
決
定

会
長
　
一二
　
田

幸

夫

登
警
隊
員

①
松
田
雄

一
（
３９
）
会
員
番
号
四
一
一
一
番

（
日
大
Ｏ
Ｂ
）
本
会
常
務
理
事
　
第
二
次
、

第
三
次
マ
ナ
ス
ル
隊
員
、
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
登

山
隊
員
。
企
画

・
総
務
担
当

②
藤
田
佳
宏

（
３７
）
会
員
番
号
四
五
二
一
番

（
明
大
Ｏ
Ｂ
）
本
会
理
事
、
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
、

ゴ
ジ
ュ
ン
バ
カ
ン
隊
員
、
第

一
次
エ
ベ
ン
ス

ト
偵
察
隊
長
。
企
画

・
総
務
担
当

③
平
林
克
敏

（
３５
）
会
員
番
号
五
〇
七
二
番

（同
志
社
大
Ｏ
Ｂ
）
関
西
支
部
委
員
、ア
ピ
、

サ
イ
パ
ル
登
頂
。
酸
素

・
輸
送
担
当

④
松
浦
輝
夫

（
３５
）
会
員
番
号
五

一
〇
七
番

（
早
大
Ｏ
Ｂ
）
ロ
ー
ツ
エ
・
シ
ャ
ー
ル
最
高

到
達
隊
員
。
設
営
担
当

⑤
田
村
宏
明

（
３２
）
会
員
番
号
六
一
九
九
番

（明
大
Ｏ
Ｂ
）
ペ
ン
タ
ン
カ
ル
ポ
単
独
登
頂

者
。
装
備
担
当
。

③
中
島
　
寛

（
３１
）
会
員
番
号
五
五
七
〇
番

（
一
橋
大
Ｏ
Ｂ
）
本
会
理
事
、
ペ
ル
ー
・
ア

デ
ス
、
第
二
次
エ
ベ
ン
ス
ト
偵
察
隊
員
、
渉

外
担
当

⑦
平
野
真
市

（３１
）
会
員
番
号
五
七
五
〇
番

（
明
大
Ｏ
Ｂ
）
学
生
部
指
導
委
員
会
委
員
、

ゴ
ジ
ュ
ン
バ
カ
ン
隊
員
、
装
備
担
当

③
土
肥
正
毅

（
３１
）
会
員
番
号
五
五
五
五
番

（
明
大
Ｏ
Ｂ
）
遭
難
対
策
委
員
会
委
員
、
指

導
研
究
委
員
会
委
員
、
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
隊
員
。

食
糧
担
当

③
小
西
政
継

（
３１
）
会
員
番
号
六
八
七
五

（山
学
同
志
会
）
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
北
壁
冬

季
登
攀
、
第
二
次
エ
ベ
ン
ス
ト
偵
察
隊
員
、

装
備
担
当
。

⑩
渡
部
節
子

（
３０
）
会
員
番
号
六
三
七
〇
番

（
オ
カ
リ
ナ
山
岳
会
）
婦
人
懇
談
会

・
集
会

委
員
会
委
員
イ
ス
ト
ロ
・
オ
・
ナ
ー
ル
登
頂

隊
長
付
、
会
計
担
当
。

①
加
納
巌

（
２９
）
会
員
番
号
六
七
二
七
番

（大
阪
府
立
大
Ｏ
Ｂ
）
ス
プ
チ
ュ
ー
隊
員
、

酸
素
担
当

⑫
錦
織
英
夫

（
２９
）
会
員
番
号
六

一
七
〇
番

（学
習
院
大
Ｏ
Ｂ
）
学
生
部
な
ら
び
に
指
導

研
究
委
員
会
委
員
Ｊ
Ａ
Ｃ
学
生
部
ア
ラ
ス
カ

登
山
隊
長

（
フ
オ
ー
レ
ー
カ
ー
、
ハ
ン
タ
ー

峰
）
輸
送

ｏ
設
営
担
当

⑬
神
崎
忠
男

（
２９
）
会
員
番
号
六
〇
〇
二
番

（
日
大
Ｏ
Ｂ
）
集
会
委
員
会
委
員
、
グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
、
フ
オ
ー
ン
ル
登
頂
、
設
営
担
当

⑭
植
村
直
己

（
２８
）
会
員
番
号
五
七
二
六
番

（明
大
Ｏ
Ｂ
）
ゴ
ジ
ュ
ン
バ
カ
ン
登
頂
隊
員
、

第

一
次
、
第
二
次
エ
ベ
ン
ス
ト
偵
察
隊
員
、

日
下
越
冬
中
。
設
営
担
当

⑮
成
田
潔
思

（
２８
）
会
員
番
号
六
七
五
七
番

（慶
大
Ｏ
Ｂ
）
輸
送

・
設
営
担
当

⑬
神
山
義
明

（
２７
）
会
員
番
号
六
八
一
三
番

（京
大
Ｏ
Ｂ
）
装
備

・
輸
送
担
当

⑭
鹿
野
勝
彦

（
２７
）
会
員
番
号
六
七
六
八
番

（東
大
Ｏ
Ｂ
）
山
日
記
編
集
委
員
キ
ン
ヤ
ン

キ
ッ
シ
ュ
隊
員
。
食
糧
担
当

⑬
吉
川
　
昭

（
２７
）
会
員
番
号
六
五
六
五
番

（第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
）
ド
ロ
ミ
テ
地
方
で
の
登

攀
を
行
な
う
。
装
備
担
当
。

⑩
安
藤
千
年

（
２６
）
会
員
番
号
六
七
四
五
番

（防
衛
大
Ｏ
Ｂ
）
パ
タ
ゴ
ニ
ア
遠
征
隊
員
、

食
糧
担
当
。

⑩
嵯
峨
野
宏

（
２４
）
会
員
番
号
六
四
二
八
香

（
日
大
Ｏ
Ｂ
）
グ
リ
ー
ラ
ン
ド
横
断
隊
員
、

装
備
担
当
。

④
伊
藤
礼
造

（
２３
）
会
員
番
号
六
八
九
〇
番

（山
学
同
志
会
）
一
ノ
倉
、
滝
谷
第

一
尾
根

等
の
冬
期
登
攀
。
装
備
担
当
。

〔科
学
班
〕

（
Ｉ
）
気
象
観
測
担
当

①
長
田
正
行

（
３０
）
会
員
番
号
六
七
四
四

番

（防
衛
大
Ｏ
Ｂ
）
ロ
ー
ガ
ン
遠
征
隊
員
。

②
井
上
治
郎

（
２４
）
会
員
番
号
六
八
八
七

番

（京
大
Ｏ
Ｂ
）
パ
タ
ゴ
ニ
ア
遠
征
隊
員
、

第
二
次
エ
ベ
レ
ス
ト
偵
察
隊
に
参
加
、
日
下

越
冬
観
測
中
。

（
Ⅱ
）
地
球
物
理
・
通
信
担
当

河
野
長

（
３０
）
会
員
番
号
五
八
六
三
番

（東
大
Ｏ
Ｂ
）
バ
ル
ト
ロ
カ
ン
リ
隊
員
。

（
Ⅲ
）
高
所
医
学
・
医
療
担
当

①
住
吉
仙
也

（４３
）
会
員
番
号
四
六
七
五
番

（
大
阪
大
Ｏ
Ｂ
）
本
会
前
理
事
、
関
西
支
部

委
員
、
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
第

一
次
、
Ｐ
２９
隊
員

第
三
次
Ｐ
２９
登
山
隊
長
、
整
形
外
科

・
医
学

博
士

②
中
島
道
郎

（
３９
）
会
員
番
号
四
六
四
四
番

（京
大
Ｏ
Ｂ
）
元
関
西
支
部
委
員
、
チ
ョ
ゴ

リ
ザ
登
山
隊
員
、
呼
吸
器
科
、
医
学
博
士

③
広
谷
光

一
郎

（
３７
）
会
員
番
号
五
〇
三
七

番

（
大
阪
市
立
大
Ｏ
Ｂ
）
本
会
常
務
理
事
、

ラ
ン
タ
ン
リ
ル
ン
隊
員
、
生
理
学

・
医
学
博

士④
大
森
薫
雄

（
３２
）
会
員
番
号
五
一
三
六
番

（慈
恵
医
大
Ｏ
Ｂ
）
医
療
委
員
会
委
員
。
第

二
次
エ
ベ
レ
ス
ト
偵
察
隊
員
、
整
形
外
科

・

医
学
博
士

(1)―-611-一
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エ
ベ

レ
ス
ト
通
信

④

宮
下
秀
樹

【第
八
信
】

九
月
二
十
日
　
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
入
り
第

一
日
目
。
朝
七
時
半
よ
り
小
雪
、
終
日
続
く
。

下
部
は
西
稜
寄
り
に
歩
く
。
ラ
ッ
セ
ル
は

膝
の
下
ま
で
。
本
日
ヤ
ク

一
頭
四
百
ル
ピ
ー

で
買
い
、
ナ
ム
チ
ェ
の
殺
し
屋
が
殆
ん
ど
血

も
流
さ
ず
に
殺
し
、
皮
と
肉
を
上
手
に
処
理

し
て
く
れ
る
。

九
月
二
十

一
日
　
四
時
半
起
床
。
小
雪
が

降
り
続
い
て
お
リ
シ
ェ
ル
パ
も
悪
天
を
見
越

し
て
起
き
て
来
な
い
の
で
一
喝
。
七
時
ま
で

待
う
が
悪
天
の
た
め
停
滞
。
ポ
ス
ト
ラ
ン
ナ

ー
と
後
発
に
合
流
さ
せ
る
た
め
タ
ワ
・
ト
ン

デ

ュ
ッ
プ
を
下
山
さ
せ
る
。

九
月
二
十
二
日
　
晴
後
十

一
時
頃
よ
り
曇

時
々
小
雪
。
前
日
の
ハ
ッ
パ
が
利
い
て
五
時

十
分
前
に
朝
食
。
Ｃ
Ｉ
予
定
地

一
時
間
程
手

前
ま
で
ル
ー
ト
が
付
く
。

九
月
二
十
三
日
　
晴
後
曇
、
午
後
よ
り
小

雪
。
九
時
半
に
Ｃ
Ｉ
予
定
地
着
。
た
だ
し
直

前
が
悪
く
ル
ー
ト
エ
作
に
手
間
取
り
そ
う
。

九
月
二
十
四
日
　
ガ
ス
後
晴
時
々
曇
、
午

後
雪
。

先
行
隊
は
八
時
半
予
定
地
に
着
き
、
そ
の

ま
ま
上
部
の
ル
ー
ト
エ
作
。
後
発
も
ル
ー
ト

を
補
強
し
な
が
ら
九
時
半
Ｃ
Ｉ
に
着
き
直
ぐ

整
地
に
か
か
る
。
十
時
の
交
信
で
ウ
ェ
ス
タ

ン
ク
ー
ム
の
入
口
ま
で
あ
と
二
十
分
く
ら
い

と
の
こ
と
、
今
回
は
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
中
に

Ｃ
Ｉ
を
建
設
せ
ず
、
Ｃ
Ⅱ
を
直
接
設
け
る
こ

と
に
決
め
た
。
下
の
デ
ポ
地
よ
リ
シ
ェ
ル
パ

が
わ
れ
わ
れ
と
別
れ
て
下
り
始
め
た
の
で
、

丸
太
で
も
拾
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
た
ら
、

米
、
印
製
と
思
わ
れ
る
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
の
ス

コ
ッ
プ
。
背
負
子
、
ス
ノ
ー
バ
ー
、
空
ボ
ン

ベ
な
ど
ブ
ラ
下
げ
て
Ｂ
Ｃ
に
帰
っ
て
来
た
の

に
ビ
ッ
ク
リ
。

中
に
ア
ノ
ラ
ッ
ク
を
持
っ
て
い
る
シ
ェ
ル

バ
が
い
た
の
で
ち
ょ
っ
と
見
る
と
、
胸
に
Ｊ

Ｅ
Ｋ
Ｅ
と
あ
り

一
瞬
ハ
ッ
と
す
る
。
若
し
や

と
思
っ
て
シ
ェ
ル
バ
を
問
い
つ
め
る
と
や
は

り
人
間
の
遺
体
ら
し
き
も
の
が
あ
る
と
の
こ

と
。
遺
品
ら
し
き
物
は
一
括
保
管
し
翌
日
見

に
行
く
こ
と
と
し
た
。

九
月
二
十
五
日
　
終
日
小
雪
、
停
滞
。
サ

ー
ダ
ー
の
み
連
れ
て
現
場
に
行
く
。
や
は
り

六
三
年
の
米
国
隊
の
隊
員
、
ジ
ョ
ン
・
Ｅ

・

ブ
ラ
イ
テ
ン
バ
ッ
ク
が
殆
ん
ど
白
骨
状
と
な

リ
ダ
ブ
ル
の
登
山
靴
だ
け
妙
に
痛
々
し
く
氷

河
上
に
横
わ
っ
て
い
た
。
大
森
ド
ク
タ
ー
の

検
案
所
見
に
よ
る
と
、
全
身
の
骨
と
い
う
骨

は
全
て
折
れ
、
殊
に
頭
部
の
損
傷
は
ヒ
ド
か

っ
た
。
氷
河
の
表
面
に
現
わ
れ
て
一
年
以
上

は
経
過
し
て
い
よ
う
と
の
こ
と
。
こ
こ
数
年

訪
れ
る
人
と
て
無
く
、
ま
た
ル
ー
ト
も
大
分

外
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
今
ま
で
人
眼
に
触

れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
遺
体
を
直
ち
に

火
葬
に
す
べ
き
と
思
っ
た
が
、
シ
エ
ル
パ
の

強
硬
な
反
対
に
あ
い

（
天
候
が
悪
く
な
り
登

山
が
出
来
な
く
な
る
と
い
う
理
由
）
一
時
丁

重
に
キ
ャ
ン
バ
ス
に
安
置
し
、　
一
同
で
合
掌

す
る
。
遺
品
と
し
て
は
、
ビ
ッ
ケ
ル
、
時
計

（
死
亡
後
四
日
間
動
い
て
い
た
）
、
水
筒
、
写

真
機
、
通
信
機
な
ど
殆
ん
ど
身
に
つ
け
て
い

た
と
思
わ
れ
る
全
て
を
回
収
出
来
た
。

折
し
も
タ
ン
ボ
チ
エ
の
ヘ
ツ
ド
ラ
マ
が
雪

の
中
を
わ
れ
わ
れ
の
Ｂ
Ｃ
に
前
触
れ
も
な
く

訪
れ
た
。

各
国
遠
征
隊
が
上
っ
て
行
く
Ｂ
Ｃ
と
は
一

体
如
何
な
る
と
こ
ろ
と
前
々
か
ら
行
き
た
が

っ
て
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
第

一
回
目
の
訪
問

と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
早
速

一
〇
〇
ル
ピ

ー
を
寄
進
し
て
、Ｊ
Ｅ
Ｋ
Ｅ
の
お
キ
ヨ
メ
と
、

わ
れ
わ
れ
の
安
全
祈
祷
を
お
願
い
す
る
。
シ

ェ
ル
パ
の
気
分
も
直
り
と
て
も
グ
ッ
ド
タ
イ

ミ
ン
グ
だ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
全
く
奇
蹟

と
い
う
か
、
偶
然
と
い
う
か
、
六
年
半
前
の

遺
体
発
見
に
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。

九
月
二
十
六
日
　
引
続
き
雪
が
降
っ
た
り

止
ん
だ
り
。
モ
ン
ス
ー
ン
明
け
の
最
後
の
ア

ガ
キ
か
と
あ
せ
ら
ず
、
停
滞
と
す
る
。

九
月
二
十
七
日
　
晴
。
二
日
続
き
の
降
雪

を
警
戒
し
て
、
本
日
の
Ｃ
Ⅱ
建
設
を
止
め
Ｃ

Ｉ
ま
で
ラ
ッ
セ
ル
を
兼
ね
て
荷

上
げ

を
行

う
。
午
前
九
時
に
な
る
と
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル

全
面
に
陽
が
当
り
、
十
時
に
な
る
と
物
凄
く

暑
く
な

っ
て
露
出
し
た
皮
膚
が
チ
リ
チ
リ
す

る
位
焼
け
、
而
も
ア
イ
ゼ
ン
の
団
子
に
行
動

能
力
は
半
減
す
る
。
さ
す
が
に
こ
の
日
は
表

層
雪
崩
が
続
発
し
、
西
稜
側
か
ら
大
き
い
の

が
三
発
。
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
全
面
が
水
雪
粉

に
覆
わ
れ
て
、あ
ま
り
良
い
気
持
で
は
な
い
。

先
日
付
け
た
Ｃ
Ｉ
以
上
の
ル
ー
ト
が
デ
ブ
リ

に
埋

っ
て
い
る
の
で
も

っ
と
ヌ
プ
ツ
ェ
よ
り

に
変
更
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
直
下
の
Ｊ

Ｅ
Ｋ
Ｅ
の
や
ら
れ
た
地
点
あ
た
り
の
水
の
動

き
は
烈
し
く
三
日
前
よ
り
か
な
リ
ク
レ
バ
ス

も
大
き
く
な

っ
て
い
る
の
で
思
い
切

っ
て
縄

梯
子
で
直
登
ル
ー
ト
に
切
り
換
え
る
。

九
月
二
十
八
日
　
晴
、
今
日
は

一
気
に
Ｃ

Ⅱ
建
設
を
狙
う
た
め
四
時
半
朝
食
、
五
時
半

出
発
。
Ｃ
Ｉ
よ
り
上
が
初
ル
ー
ト
の
た
め
ラ

ッ
セ
ル
に
シ
ゴ
か
れ
た
が
、十
時
半
Ｃ
Ⅱ
着
。

Ｂ
Ｃ
よ
り
五
時
間
弱
の
行
程
。
中
島
、
佐
藤

（
之
）
が
泊
る
。

九
月
二
十
九
日
　
中
島
隊
は
ウ
エ
ス
タ
ン

ク
ー
ム
に
入
る
が
、
イ
ン
ド
隊
の
時
と
異
り

Ｃ
Ⅱ
以
上
の
ク
ン
バ
ス
は
大
き
過
ぎ
て
、
右

に
左
に
と
迂
回
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
ラ
ッ

セ
ル
は
ヒ
ザ
く
ら
い
ま
で
。
宮
下
以
下
は
Ｃ

Ｉ
下
の
ル
ー
ト
の
補
修
に
丸
太
を
入
本
上
げ

橋
を
つ
く
る
。

午
後
、
第

一
回
日
の
ポ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
が

上

っ
て
来
て
、
後
発
の
井
上
隊
の
状
況
が
解

リ
ホ
ッ
ト

一
安
心
、
ま
ず
順
調
の
模
様
。

九
月
二
十
日
　
連
日
四
時
半
朝
食
を
続
け

る
。
シ
ェ
ル
パ
は
十
五
キ
ロ
の
荷
を
背
負

っ

て
Ｃ
Ⅱ
往
復
五
時
間
半
と
物
凄
い
速
さ
。
小

西
、
植
村
が
中
島
ら
と
替

っ
て
Ｃ
Ⅱ
入
り
。

十
月

一
日
　
Ｂ
Ｃ
で
も
う
マ
イ
ナ
ス
摂
氏

十
度
、
Ｃ
Ⅱ
で
マ
イ
ナ
ス
十
三
度
に
下
り
、

こ
れ
か
ら
の
寒
気
の
厳
し
さ
を
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
る
。
小
西
隊
は
米
国
隊
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
近
く

ま
で
ト
ン
ー
ス
す
る
。

た
だ
南
壁
の
取
付
き
地
点
は
も
う
少
し
上

と
な
り
も
う
一
つ
キ
ャ
ン
プ
が
必
要
だ
ろ
う

と
の
報
告
に
ち
ょ
っ
と
ガ
ッ
カ
リ
。

十
月
二
日
　
Ｃ
Ⅱ
の
小
西
隊
も
下
山
し
全

員
休
養
。
三
日
早
朝
ポ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
を
出

す
と
共
に
再
び
行
動
を
起
す
。

【第
十

一
信
】

十

一
月
三
日
、
文
化
の
日
、
全
員
無
事
Ｂ

Ｃ
に
帰
着
し
た
。
凄
く
荒
れ
果
て
た
Ｂ
Ｃ
と

Ｃ
Ⅱ
間
を
隊
員
シ
ェ
ル
パ
共

一
回
の
撤
収
で

終
了
し
た
の
は
正
に
幸
運
で
あ
っ
た
。

最
高
到
達
点
が
八
千
ｍ
で
あ
っ
た
の
は
や

や
不
満
だ
が
、
連
日
マ
イ
ナ
ス
三
十
五
度
を

越
え
る
南
壁
で
は
こ
れ
が
限
度
か
と
思
う
。

何
し
ろ
全
員
凍
傷
に
も
か
か
ら
ず
無
事
終
わ

っ
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
。

十
月
二
十
三
日
　
ポ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
の
出

発
が
一
日
遅
れ
た
Ｂ
Ｃ
で
も
う
一
日
休
み
。

十
月
二
十
四
日
　
最
後
の
Ｃ
Ⅱ
入
り
す
る

Ｂ
Ｃ
で
上
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
交
信
し
て
い
る
と

隊
員
の
疲
労
が
日
立
っ
て
来
た
の
か
、
動
き

も
ニ
ブ
ク
な
っ
て
来
て
い
る
の
で
、
毎
日
の

佐
藤
記
者
を
除
い
て
報
道
班
も
全
員
上
る
こ

と
に
す
る
。
Ｃ
Ｉ
直
下
で
前
夜
ブ
ロ
ッ
ク
の

大
崩
壊
あ
り
、
約
百
ｍ
に
亘
り
陥
没
。
途
中

に
あ
っ
た
縄
梯
子
、
丸
木
橋
、
継
ぎ
合
せ
の

長
い
ジ
ュ
ラ
梯
子

（
ス
キ
ー
隊
の
）
の
丸
木

橋
ま
で
全
部
氷
塊
の
下
。
宮
下
、
白
井
と
ロ

ー
カ
ル
一
名
を
残
し
一
旦
全
員
を
Ｂ
Ｃ
に

降
ろ
し
て
、
休
養
中
の
Ｃ
Ⅱ
の
中
島
、
佐
藤

（之
）
の
応
援
を
得
て
Ｃ
Ⅱ
に
上
る
。
折
角

ス
キ
ー
隊
に
貰
つ
た
二
百
ｍ
の
フ
ィ
ッ
ク
ス

を
使
い
切
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
Ｃ
Ⅱ
直
下
で

は
二
十
日
に
造
り
直
し
た
新
ル
ー
ト
の
一
部

が
崩
壊
し
、
全
く
ど
う
仕
様
も
な
い
ほ
ど
の

荒
れ
方
。

十
月
二
十
五
日
　
ス
キ
ー
隊
は
本

国
撤

収
。
軍
鑑
岩
の
二
人
用
天
幕
を
四
人
用
に
張

替
え
本
格
的
な
基
地
と
す
る
。
植
村
と
ミ
ン

マ
で
七
千
四
百
五
十
ｍ
位
ま
で
フ
ィ
ッ
ク
ス

を
張
る
。

十
月
二
十
六
日
　
・冨
下
以
下
で
Ｃ
Ⅳ
ま
で

荷
上
。
矢
張
り
直
上
ル
ー
ト
は
キ
ビ
シ
イ
。

Ｃ
Ⅱ
よ
り
中
島
以
下
が
入
り
毎
日
佐
藤
を
除

い
て
全
隊
員
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
集
結
。
全
員
で
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
打
ち
合
わ
せ
る
。
ヘ
バ

リ
も
来
て
い
る
し
、
七
千
五
百
ｍ
付
近
の
キ

ャ
ン
プ
サ
イ
ト
も
見
付
か
ら
な
い
の
で
、
ツ

ェ
ル
ト
ビ
バ
ー
ク
の
短
期
決
戦
論
が
多
か
っ

た
が
断
乎
テ
ン
ト
を
張
る
こ
と
を
主
張
。
そ

の
た
め
日
数
の
延
長
は
構
わ
ぬ
事
と
し
た
。

十
月
二
十
七
日
　
午
前
中
酸
素
の
器
具
テ

ス
ト
。
前
回
植
村
、
共
に
マ
ス
ク
が
不
調
で

眼
鏡
が
ク
モ
リ
、
二
人
共
雪
盲
に
な
っ
た
の

で
余
り
酸
素
使
用
賛
成
派
が
い
な
か

っ
た

が
、
何
し
ろ
八
千
ｍ
以
上
の
行
動
に
は
不
可

欠
で
あ
る
か
ら
来
年
の
た
め
に
も
積
極
使
用

を
望
む
。

し
か
し
今
回
の
酸
素
器
具
に
関
し
て
は
全

く
欠
点
だ
ら
け
で
本
当
に
参
っ
た
。
（略
）

田
辺
、
大
森
、
井
上
は
Ｃ
Ⅱ
に
下
り
、
中

島
、
佐
藤
で
Ｃ
Ⅳ
に
入
り
、
キ
ャ
ン
プ
サ
イ

ト
の
発
見
に
努
力
し
て
貰
う
。
夜
に
入
っ
て

雪
が
降
り
か
な
り
寒
い
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
で
マ
イ
ナ

ス
二
十
八
度
を
指
す
。

十
月
二
十
八
日
　
中
島
隊
の
調
子
が
余
り

良
く
な
く
七
千
五
百
ｍ
ま
で
も
達
し
そ
う
も

な
い
の
で
十
二
時
に
下
山
を
す
す
め
る
。
替

っ
て
小
西
、
植
村
を
Ｃ
Ⅳ
に
入
れ
る
。
明
二

十
九
日
は
必
ず
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
を
見
付
け

る
と
云
う
事
で
シ
ェ
ル
パ
達
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
よ
り

七
千
五
百
ｍ
ま
で
の
大
ボ
ッ
カ
を
命
令
す

る
。
田
辺
、
大
森
は
Ｂ
Ｃ
に
下
り
毎
日
佐
藤

と
合
流
す
る
。

十
月
二
十
九
日
　
晴
時
々
曇
。
こ
の
日
は

本
遠
征
中
最
も
重
要
な
日
だ
と
サ
ー
ダ
ー
以

下
八
名
の
シ
ェ
ル
パ
に
十
五
キ
ロ
持
た
せ
七

時
に
出
発
す
る
。
官
下
同
行
す
る
も
マ
イ
ナ

ス
二
十
九
度
で
は
相
当
に
寒
さ
が
コ
タ
エ
、

ピ
ッ
ケ
ル
を
持
う
手
が
シ
ビ
レ
て
く
る
。
さ

す
が
に
軍
鑑
岩
か
ら
の
ト
ラ
バ
ー
ス
を
し
て

直
登
ル
ー
ト
は
辛
く
、
ル
ン
ゼ
の
右
岩
稜
の

取
付
点

（
蝶
岩
七
、
二
〇
〇
ｍ
）
で
シ
エ
パ

が
一
人
ダ
ウ
ン
、
そ
れ
か
ら
上
が
平
均
斜
度

四
十
五
度
の
岩
混
り
の
水
壁
、
途
中
で
も
う

一
人
ダ
ウ
ン
。
ガ
ツ
ク
リ
ペ
ー
ス
が
落
ち
、

二
時
頃
か
ら
二
時
間
に
わ
た
り
Ｃ
Ｖ
に
ポ
チ
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ポ
チ
到
着
。
Ｃ
Ｖ
の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
は
Ｃ

Ⅳ
を
早
朝
酸
素
を
吸
っ
て
出
掛
け
た
小
西
、

植
村
が
ル
ン
ゼ
の
略
中
央
部
七
千
五
百
ｍ
の

地
点
に
大
き
な
岩
が
二
つ
あ
り
そ
の
間
の
氷

雪
を
削
れ
ば
何
と
か
二
人
用
天
幕
が
張
れ
る

こ
と
を
発
見
。
約
百
キ
ロ
の
荷
物
で
Ｃ
Ｖ
が

完
成
し
た
。
Ｃ
Ⅳ
へ
中
島
、
佐
藤
が
入
り
、

Ａ
Ｂ
Ｃ
に
丼
上
が
上
っ
て
来
る
。

十
月
二
十
日
　
曇
十
一
時
頃
よ
り
小
雪
。

寒
気
厳
し
い
。
Ｃ
Ｖ
の
小
西
隊
よ
リ
フ
ィ
ッ

ク
ス
ド
ロ
ー
プ
の
要
求
が
強
い
の
で
Ｃ
Ⅳ
の

中
島
隊
に
途
中
デ
ポ
し
て
あ
っ
た
ロ
ー
プ
十

三
本
を
Ｃ
Ｖ
に
荷
上
し
て
貰
う
。
小
西
隊
は

南
壁
に
陽
が
当
り
始
め
た
九
時
に
出
発
。
ル

ン
ゼ
の
一
番
狭
く
な
っ
た
七
千
八
百
ｍ
あ
た

り
ま
で
登
り
切
る
。
な
に
し
ろ
日
中
の
交
信

で
も
じ
っ
と
し
て
い
る
と
寒
い
の
で
勘
弁
し

て
呉
れ
と
い
う
。
夜
白
井
さ
ん
が
不
調
と
な

り
大
事
を
と
っ
て
川
崎
航
空
の
酸
素
二
本
吸

わ
せ
た
ら
翌
朝
は
グ
ッ
と
容
態
は
良
く
な
っ

た
。
こ
の
ボ
ン
ベ
も
一
本
は
七
十
も
う
一
本

は
百
十
五
気
圧
し
か
入
っ
い
な
く
て
ガ
ッ
カ

リ
。
（通
常
は
百
七
十
気
圧
入
り
）

十
月
三
十

一
日
　
朝
少
し
風
、
後
十
時
頃

よ
リ
ガ
ス
。
Ｃ
Ｖ
の
小
西
隊
は
九
時
、
フ
ィ

ッ
ク
ス
十
三
本
全
部
を
持
っ
て
出
発
、
八
本

を
使
い
切
る
。
午
後
三
時
半
正
面
大
岩
壁
の

基
部
よ
り
右
側
の
ル
ン
ゼ
に
入
り
、
約
八
千

ｍ
の
高
度
に
達
し
Ｃ
Ｖ
、
Ｃ
Ⅳ
を
経
て
Ａ
Ｂ

Ｃ
ま
で
一
気
に
下
る
。
ラ
イ
ト
を
持
っ
て
迎

え
に
行
き
六
時
半
着
。
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ

た
と
感
謝
す
る
。
こ
の
日
中
島
、
佐
藤
Ｃ
Ｖ

に
入
る
。
ミ
ン
マ
以
下
三
名
再
び
Ａ
Ｂ
Ｃ
よ

り
Ｃ
Ｖ
へ
荷
上
。
夜
七
時
の
交
信
で
酸
素

一

本
を
ミ
ス
で
空
に
し
た
と
の
こ
と
、
翌
日
二

本
上
げ
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

十

一
月

一
日
　
晴
、
中
島
隊
は
本
国
の
行

動
に
全
て
を
賭
け
勇
躍
出
発
。
佐
藤
の
マ
ス

ク
が
フ
ィ
ッ
ト
せ
ず
眼
鏡
の
曇
り
が
烈
し
く

少
し
調
子
も
下
り
坂
だ
っ
た
の
で
あ
ま
り
距

離
が
延
び
ず
二
時
半
小
西
隊
の
最
高
到
達
点

に
つ
き
、
小
憩
後
五
Ｏ
ｍ
の
ワ
ン
ピ
ッ
チ
を

延
ば
す
の
に
二
時
間
半
を
要
し
た
。
最
後
は

岩
登
り
に
終
始
し
た
よ
う
だ
が
さ
す
が
に
こ

の
辺
り
の
岩
登
り
は
キ
ツ
イ
と
思
う
。
結
局

再
び
八
千
ｍ
の
ラ
イ
ン
を
越
し
Ｃ
Ｖ
に
戻

っ

た
の
が
六
時
四
十
分
。
も
う
真
暗
に
な

っ
て

か
ら
で
あ
る
。
翌
日
の
行
動
は
諦
め
ざ
る
を

得
な
い
。
大
森
ド
ク
タ
Ｉ
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
来
る
。

十

一
月
二
日
　
曇
。
雪
盲
に
や
ら
れ
た
佐

藤
は

一
晩
中
雪
で
冷
し
て
貰
い
、
何
と
か

一

人
で
歩
い
て
下
れ
る
。
中
島
は
几
張
面
に
Ｃ

Ｖ
の
天
幕
を
片
付
け
十

一
時
過
ぎ
Ｃ
Ⅳ
経
由

で
午
後
二
時
、
Ｃ
Ⅳ
を
撤
収
に
上

っ
た
植
村

隊
と
合
流
し
て
Ａ
Ｂ
Ｃ
着
。
早
速
ド
ク
タ
ー

に
捉

っ
て
心
電
図
や
血
圧
そ
の
他
の
テ
ス
ト

を
受
け
る
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
大
半
の
荷
物
は
南
壁

の
岩
場
に
ボ
ル
ト
を
打

っ
て
宙
吊
り
に
し
た

た
め
こ
れ
か
ら
下
の
撤
収
は

一
回
で
可
能
と

な
る
。
小
西
、
自
井

一
日
早
く
Ｂ
Ｃ
に
下
山
。

十

一
月
二
日
　
快
晴
、
Ｂ
ｃ
か
ら
逆
荷
上

の
ロ
ー
カ
ル
ポ
ー
タ
ー
の
応
援
を
得
て
、
Ａ

Ｂ
Ｃ
、
Ｃ
Ⅱ
両
方
を

一
時
に
撤
収
出
来
た
。

Ｃ
Ⅱ
出
発
前
シ
エ
ル
パ
達
に
ア
イ
ス
フ
ォ

ー
ル
通
過
の
注
意
を
与
え
た
後
、
直
下
に
眠

る
プ
ー
ド
ル
ジ

エ
に
黙
祈
し
全
員
重
荷
を
背

負

っ
て
下
山
。
Ｃ
Ⅱ
直
下
の
荒
れ
た
ル
ー
ト

の
通
過
が

一
回
で
終
わ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し

て
い
る
。
南
壁
の
情
況
に
つ
い
て
は
帰
国
後

委
し
く
説
明
す
る
が
、
感
想
を
述
べ
る
。

①
　
傾
斜
は
ベ
ル
グ
シ
ュ
ル
ン
ド
よ
り
軍
鑑

岩
ま
で
三
十
八
度
、
そ
の
上
蝶
岩
ま
で
四
十

度
、
以
降
ル
ン
ゼ
に
入

っ
て
Ｃ
Ｖ
経
由
岩
壁

基
部
ま
で
四
十
五
度
。
正
面
岩
壁
は
全
体
と

し
て
略
々
垂
直
に
近
く
、
部
分
的
に
オ
ー
バ

ー
ハ
ン
グ
。

②
　
今
秋
は
蒼
水
の
部
分
も
多
く
、
ス
ク
リ

ュ
ー
ハ
ー
ケ
ン
が
良
く
利
き
、
岩
の
部
分
は

ロ
ッ
ク
ハ
ー
ケ
ン
が
有
効
で
あ

っ
た
。
ル
ン

ゼ
の
上
部
は
短
い
ス
ノ
ー
バ
ー
も
活
用
し
た

が
、
来
春
は
ロ
ッ
ク
の
部
分
が
相
当
に
多
く

な
る
の
で
数
種
の

（
逆
層
で
横
リ
ス
が
多
い

の
で
）
ロ
ッ
ク

ハ
ー
ケ
ン
が
必
要
。

③
　
今
回
は
南
壁
だ
け
で
延
二
、　
一
九
〇

ｍ

使
用
し
た
が
、
あ
と
千
ｍ
は
必
要
で
あ
る
。

④
　
落
石
が
か
な
り
あ
る
。
多
分
春
の
方
が

よ
り
多
い
で
あ
ろ
う
。
今
回
も
人
頭
大
や
、

平
た
い
ス
レ
ー
ト
状
の
が
何
回
か
身
辺
を
カ

ス
メ
た
。
酸
素
器
具
と
も
関
連
す
る
が
、
頭

部
保
護
を
充
分
考
え
て
ほ
し
い
。
雪
崩
の
危

険
は
降
雪
直
後
と
、　
一
部
を
除
い
て
は
余
り

心
配
は
な
い
。

⑤
　
最
大
の
問
題
は
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
の
無

い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
基
地
に
し
た
軍
鑑
岩
の

直
下
は
労
力
を
か
け
れ
ば
危
険
の
無
い
テ
ン

ト
地
と
し
て
ま
だ
余
裕
が
あ
る
が
、
七
五
〇

Ｏ

ｍ
付
近
は
、
氷
雪
を
削
る
と
直
ぐ
岩
が
露

出
す
る
の
で
ま
ず
大
き
な
テ
ン
ト
は
建
設
不

可
能
で
あ
る
。
前
に
連
絡
し
た
よ
う
な
特
殊

テ
ン
ト
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

今
回
僅
か
四
泊
だ
が
山
側
は
雪
で
埋
ま
り

一
部
破
損
し
た
く
ら
い
で
あ
る
。
ま
た
八
千

ｍ
付
近
で
は
白
い
フ
ェ
ー
ス
上
部
に
現
在
な

ら
ば
氷
雪
の
棚
が
見
出
せ
る
が
、
春
に
は
ど

の
位
の
雪
量
に
な
る
か
、
し
か
し
何
と
か
セ

ッ
ト
出
来
そ
う
で
あ
る
。

（
酸
素
器
具
そ
の
他
の
装
備
の
項
省
略
）

な
お
越
冬
隊
に
つ
い
て
は
、
い
っ
た
ん
カ

ト
マ
ン
ズ
ま
で

一
緒
に
下
山
す
る
が
、
井
上

を
ペ
リ
ジ

ェ
（
四
三
〇
〇

ｍ
）
に
植
村
を
ク

ム
ジ

エ
ン

（
四
〇
〇
〇
ｍ
）
に
残
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
仕
事
を
し
て
貰
う
。
　

（
以
上
）

会

員

通

信

オ

ン

ゴ

ン

の

山
越

田

和

男

米
国
西
海
岸
オ
ン
ゴ
ン
州
に
二
ヵ
年
滞
在

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
彼
地
に
は
Ｏ
Ｈｏｍ
ｏ
●

０
”
∽８
鮎
①
∽
と
よ
ば
れ
る
山
脈
が
、
有
名
な

〓
Ｆ
目
ｏ
ｏ
鮎
（
〓
Ｎぶ
常
）
を
北
端
に
南
北
に

走
っ
て
お
り
、三
千
ｍ
級
で
は
あ
り
ま
す
が
、

一
応
小
型
の
水
河
を
備
え
た
山
々
が
楽
し
い

登
山
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

大
変
山
登
り
の
盛
ん
な
地
方
で
、
私
の
在

籍
し
た
オ
ン
ゴ
ン
大
学
に
は

＞
ぼ
〓
ｏ
Ｏ
Ｔ

ｃ
げ
も
あ
っ
て
よ
く
岩
登
り
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
参
加
し
た
り
い
た
し
ま
し
た
。
エ
ベ
ン

ス
ト
登
頂
者
の

ｒ
・
『
①
【ｏ，
鮎
も
同
じ
大
学

に
お
り
、
彼
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
町
の
人
達
も

わ
ん
さ
と
押
し
か
け
て
来
て
お
り
ま
し
た
。

大
学
町
の

同
口
”
ｏ
●
ｏ
に
は
Ｏ
σ
∽
こ
ご
●
ｏ
と

い
う
山
岳
会
も
あ
り
な
か
な
か
活
溌
で
す
。

ま
た
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
本
部
を
持

つ

く
”
‐

Ｎ
”
ヨ
”
り
と
い
う

山
岳
会
は
米
国
で
も
有
数

の
会
で
、
そ
の
年
次
晩
餐
会
に
出
席
い
た
し

ま
し
た
が
、
な
ん
と
八
百
名
も
が
ホ
テ
ル
の

会
場
を
埋
め
、
ゲ
ス
ト
に
遠
路
シ
ャ
モ
ニ
ー

か
ら
ン
ビ

ュ
フ
ァ
ー
が
や

っ
て
来
る
な
ど
、

地
方
の
一
山
岳
会
と
は
思
え
ぬ
盛
況
さ
に
お

ど
ろ
か
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
か
ら
オ
ン
ゴ
ン
ヘ
わ
ざ
わ
ざ
山
登
り

に
行
か
れ
る
方
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
ポ

ー
ト
ラ
ン
ド
あ
た
り
に
出
張
さ
れ
る
方
は
多

い
と
思
い
ま
す
。
オ
ン
ゴ
ン
の
山
々
は
週
末

の
登
山
に
は
最
適
で
し
ょ
う
。
ポ
ー
ト
ラ
ン

ド
か
ら
望
め
る

〓
Ｆ
目
ｏ
ｏ

，

〓
ｒ
∽
Ｆ
ロ
ー

①
【８
∽
（
８
『
〓
Ｆ
ワ
シ
ン
ト
ン
州
内
）
共
に

夏
の

一
般
ル
ー
ト
か
ら
の
登
頂
で
も
ピ
ッ
ケ

ル
、
ア
イ
ゼ
ン
、
ザ
イ
ル
が
必
要
で
し
た
。

一
応
何
ら
か
の
基
礎
訓
練
を
受
け
た
人
達
で

な
い
と
登

っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

〓
ｒ

『
①
〓
０
湧
〇
●

（
８
卜
〇
〓
計）
・
ζ
一・

ゴ
「”
り〓
”
ｍ
８
“
（
゛
∞ｏヽ

い）
は
更
に
上
級
の

山
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

↓
Ｆ
お
①

∽
一のお
覇

（
８
８
♪

Ｈ８
認
Ｌ

ｏ
∞
いミ
計）
は
大
変
美
し

い
山
で
す
。
米
国
で
山
登
り
を
し
て
感
じ
た

こ
と
は
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
大
自
然
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
山
に
紙
屑
や
空
確
が
全
く

見
あ
た
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

オ
ン
ゴ
ン
方
面
へ
御
旅
行
さ
れ
る
方
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
地
図
そ
の
他
資
料
を
持
ち
帰

っ
て
あ
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
御

一
報
下
さ
い
。

欧
州
ア
ル
プ
ス
の
集
い

平
沢
亀
一
郎

私
共
は
永
い
間
山
に
登
っ
て
お
り
ま
す
が

欧
州
ア
ル
プ
ス
を
観
ず
に
山
を
語
る
資
格
は

な
い
と
い
わ
れ
て
ま
す
。
私
も
是
非
行
っ
て

見
た
い
も
の
と
願
っ
て
い
ま
し
た
。
偶
々
今

春
わ
が
日
本
山
岳
会
の
総
会
に
出
席
し
ま
し

た
と
こ
ろ
神
谷
さ
ん
や
松
本
さ
ん
か
ら
、
来

る
六
月
に
、
わ
れ
わ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア

ル
プ
ス
に
行
く
か
ら
君
も
参
加
し
ろ
と
勧
誘

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ス
イ
ス
の
山
に
詳
し
い

槙
有
恒
君
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
ス
イ
ス
の

六
月
は
年
中
で
一
番
気
候
の
よ
い
時
で
大
体

晴
天
が
続
き
唐
松
の
新
緑
が
美
し
く
お
花
畑

が
真
盛
り
で
し
か
も
風
見
武
秀
氏
の
案
内
な

ら
こ
の
上
な
い
よ
い
機
会
だ
か
ら
是
非
行
け

と
す
す
め
ら
れ
決
行
し
た
。

世
話
役
は
日
新
航
空
で
久
村
進
と
い
う
若

い
職
員
が
附
き
添

っ
て
く
れ
、
ス
カ
ン
ヂ
ナ

ビ
ア
航
空
機
で
六
月
四
日
羽
田
を
立
ち
、
マ

ニ
ラ
、
バ
ン
コ
ッ
ク
、
カ
ラ
チ
、
テ
ヘ
ラ
ン
、

ロ
ー
マ
を
経
て
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
に
着
き
ス
イ

ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
タ
リ

ア
に
跨
る
い
わ
ゆ
る
各
名
山
を
殆
ん
ど
廻
り

快
適
な
旅
行
を
続
け
て
デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ

ン
ハ
ー
ダ
ン
に
出
て
、
ノ
ル
ウ
エ
ー
を
縦
断

し
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
を
低
く
飛
び
、
白
夜
の

空
は
よ
く
晴
れ
て
氷
と
雪
に
開
さ
れ
た
大
陸

を
手
に
取
る
如
く
眺
め
、
ア
ラ
ス
カ
の
ア
ン

カ
ン
ツ
ジ
に
寄
っ
て
六
月
二
十
五
日
の
夜
二

十
二
日
間
の
旅
を
終
え
て
羽
田
に
帰
っ
た
。

一
行
は
会
員
十
二
名
に
写
真
家
三
名
、
婦

人
三
名
の
十
八
名
で
、
全
員
写
真
機
を
三
、

四
台
携
行
し
て
撮
影
に
熱
心
な
の
に
は
敬
服

し
た
。
山
に
雲
が
か
か
れ
ば
何
時
間
で
も
晴

れ
る
の
を
待

っ
て
る
の
で
、
お
蔭
で
私
は
山

を
満
喫
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
宮
城
支
部
長

の
伊
藤
篤
郎
君
は
十
六
ミ
リ
撮
影
に
取
り
組

ん
で
編
集
し
素
晴
し
い
出
来
ば
え
で
、
仙
台

で
は
各
種
の
催
し
に
毎
日
の
よ
う
に
引
張
り

出
さ
れ
て
山
岳
解
明
に
貢
献
し
て
い
る
。　
一

同
は
そ
の
傑
作
を
持
ち
寄
り
観
覧
す
る
こ
と

に
な
り
十
月
十
八
日
官
城
蔵
王
の
山
麓
蔵
鳳

荘
に
十
五
名
が
集
り
各
自
四
ツ
切
り
に
拡
大

し
た
カ
ラ
ー
の
美
事
な
幾
百
枚
か
の
作
品
を

披
露
し
た
。
私
は
こ
れ
等
の
写
真
を
見
て
そ

の
人
の
努
力
と
個
性
が
よ
く
顕
れ
て
る
の
に

一
大
発
見
を
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
伊
蓬
君

の
映
画
を
観
賞
し
た
。
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】．り８
ｏ

の

登
山
小
屋
、

士
口
　
沢
　

一
　
郎

事
故
統
計
な
ど
が
委
し
く
盛
り
こ
ま
れ
て
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

従
来
、
ス
ペ
イ
ン
の
山
岳
団
体
に
つ
い
て

は
、
日
本
に
余
り
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
な
い

の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
一
応
ま
ず

「山
」
に

発
表
し
て
、
皆
さ
ん
の
御
理
解
を
得
て
お
く

こ
と
に
す
る
。

但
し
そ
の
会
の
創
立
年
月
日
や
会
員
団
体

の
年
会
費
、
運
営
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は

何
も
書
い
て
な
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
い

ず
れ
又
照
会
し
て
回
答
を
も
ら
う
こ
と
に
し

よ
う
。
こ
の
会
の
副
会
長
、ホ
セ
・ゴ
ン
サ
ン

ス
・
フ
ォ
ジ
オ
ッ
ト
氏

（『ｏ
∽①
Ｏ
ｏ
●
Ｎ”
】ｏＮ

『
ｏ
〓
ｏ
一）
に
も
私
は
三
度
会
っ
て
い
る
。

Ｆ
Ｅ
Ｍ
に
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
Ｇ
Ｈ
Ｍ
や
オ

ー
ス
ト
リ
ア
の
Ｏ
Ａ
Ｋ
、
一大
国
の
Ａ
Ｃ
Ｇ
と

同
じ
よ
う
に
、
〇
〓
り
ｏ
鮎
①
＞
ｒ
”
〓
〇
●
―

Ｓ
●
”
”
りｏ
”
●
Ｏ
【
（
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｅ
、　
ス
ペ
イ
ン

高
峰
山
岳
団
体
、　
一
九
四
九
年
創
立
）
と
い

う
の
が
あ
る
。
国
際
的
に
も
会
員
の
入
会
を

認
め
て
い
る
と
み
え
て
、
そ
の
中
に
は
私
の

知

っ
て
い
る
だ
け
で
も
、
有
名
な
活
動
的
な

登
山
家
が
何
人
か
入

っ
て
い
る
。　
一
一
八
人

の
う
ち

一
〇
人
が
死
ん
で
い
る
か
ら
、
現
在

人
員

一
〇
八
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

又
、
特
別
な
組
織
と
し
て
、
国
内
高
山
学

校

（
”
∽８
ｏ
Ｆ

Ｚ
”
ｏ
いｏ
日
】
鮎
①
≧

言

〓
‐

ｏ
・
富
日
）
、
洞
窟
学
委
員
会

（
Ｏ
ｏ
日
〓
Ｏ
Ｚ
Ｉ

”
ｏ
ぃｏ
●
Ｌ

鮎
①
”
りｏ
①
】８
】ｏ
ｍ
Ｆ
）
、山
案
内
組

合

（
ｏ
澪
む
ｏ
鮎
①
の
〓
”
∽
鮎
ｏ
Ｅ
ｏ
・

，
日
）

等
が
あ
る
。

最
後
の
も
の
は
ピ
リ
ネ
オ
（
ピ
ン
ニ
ー
ズ
）

の
東
部
、
中
部
、
西
部
、
エ
ウ
ロ
パ
峰
群
、

グ
ワ
ル
ダ
ル
ラ
マ
、
グ
ン
ド
ス
、
シ
ェ
ラ

・

ネ
バ
タ
山
群
等
に
あ
り
、
又
、
エ
ウ
ロ
パ
峰

の
レ
オ
ン
側
に
は
、ポ
ー
タ
ー
組
合
も
あ
る
。

ス
ペ
イ
ン
山
岳
連
盟
の
会
長
、
フ
ェ
リ
ス
●

メ
ン
デ
ス

（∪
ｏ
目
『
ｏ
〓
ｘ
〓
ｏ
●
鮎
ｏＮ
↓
ｏｌ

ｌ
８
）
氏
と
は
、　
一
九
六
一
年
の
ペ
ル
ー
の

リ
マ
で
会
っ
て
以
来
私
と
つ
き
合
い
が
あ
っ

た
が
、　
一
九
六
八
年

一
〇
月
に
は
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ

の
会
で
、
ロ
ン
ド
ン
と
ノ
ー
ス
・ウ
ェ
ー
ル
ズ

で
行
動
を
共
に
し
、
又
マ
ド
リ
ー
ド
で
再
び

会
い
い
ろ
い
ろ
話
し
あ
っ
た
な
か
で
あ
る
。

前
に
会
報
と
山
日
記
に

「
ス
ペ
イ
ン
の
高

峰

一
覧
表
」
と
い
う
の
を
出
し
た
こ
と
が
あ

る
が
、
あ
れ
も
私
が
一
応
作
っ
て
彼
の
処
ヘ

送
り
、
修
正
し
て
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。

今
度
彼
か
ら
私
あ
て
に
送
っ
て
き
た
、
ス

ペ
イ
ン
山
岳
連
盟
の
年
報

（＞
日

，
■
ｐ

Ｈ８
∞）
は
、
私
に
と
っ
て
大
変
参
考
に
な
る
、

内
容
豊
富
な
年
報
で
あ
っ
た
。Ｆ
Ｅ
Ｍ
即
ち
、

〕『
①
鮎
①
【”
０
】０
●
同
一∽ｏ
”
●
〇
】”　
鮎
ｏ
フｈ
Ｏ
●
一”
●
１

ら
メ

ン
デ

ス
氏
、

シ
キ

ル

コ

一
四

岳
会

々
長
）
筆
者
。

ロ
ン
ド

ン
の
ポ

ニ
ン
ト

ン

ホ
テ
ル
に
て
。

◇

次
に
地
方
に
あ
る
Ｆ
Ｅ
Ｍ
の
構
成
団
体
に

つ
い
て
は
別
表
を
見
ら
れ
た
い
。

（本
部
所

在
地
は
私
が
加
え
た
）

◇

各
地
方
、
州
の
連
盟
の
地
域
別
と
そ
の
団

体
数
（∽
ｏ
ｏ
いの
計
鮎
０
０
＞
〓
Ｆ
計
∽）
は
次
の

通
り
で
あ
る
。
―

連
盟
名
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
順
、

次
の
数
字
は
所
属
団
体
数
、
次
の
数
字
は
三

〇
〇
人
以
上
の
会
員
を
も
つ
団
体
数
―
―

ｂ
ｒ目
魚
”
】“
Ｎ
”
¨

〇
轟
●
ａ
”
（
露
Ｉ
Ｎ
）
り
〓
”
ご
ｍ
”
（
ドー
〇
）

〇
〇
Ｈ鮎
Ｏ
σ
”
（
ＨＩ
‐〇
）。
〕
”
①
●
（
ドー
〇
）
り

∽
①
く
】〓
”
（
ＨＩ
Ｏ
）
。

卜

≒
”
”
ｏ
澤
①
崚
”

¨

目

Ｃ
Ｏ
∽
８

（
Ｎ
Ｉ

Ｎ
）

ｏ

↓

①
〓

ｏ
】

（
Ｎ
Ｉ

ド
）

，

Ｎ
”
８
ｍ
Ｏ
Ｎ
”
（
？
占
）
・

」Ｐ
“
一
目
『
”
”
目
”

”

〇

く
】
①
鮎
０

（
Ｎ
ト
ー

ト
）
・

０
”
目
”
Ｈ
】
”

”

Ｆ
”
∽
”
”
一口
”
∽
（
∞―
じ
・

０

”
目
絆
”
げ
Ｈ
”

“

∽
”
●
一
”
”
鮎
①
【

（
ト
ー

∞
）
・

０

”
“
い
①
〓

”
目
”

“

”
Ｃ
【
∞
Ｏ
∽
（
Ｎ
Ｉ

Ｏ
）

，
０
い●
鮎
”
鮎
卿
①
”
】
（
ド
ー

〇
）

ｒ
Ｏ
ｍ
Ｈ
Ｏ
●
０
（
ド
‥―
〇
）
。
り
くｎ
”
鮎
Ｌ
鮎
（
Ｎ
ω
‥―
ド
〇
）

マ
ド
リ
ー
ド
の
中
に

Ｏ
Ｆ
げ
＞
ぼ
〓
０

日
●ｕ
”
ヨ
●
】
あ
り
。
一
九
〇
八
年
創
立
。

現
在

一
七
八

一
名
。

「
”
【ｏ
・
Ｏ
Ｆ
（
ω
ｌ

ド
）
ｏ
∽
”
ご
ヨ

”
●
８

（
Ｈ
Ｉ

Ｏ
）

∽
Ｏ
ｍ
Ｏ
く
い
”

（
ド
ー

〇
）
・
∽
Ｏ
Ｌ
”

（
Ｎ
Ｉ

ド
）
り

く
”
〓
”
鮎
Ｏ
】〓
（
【―
〇
）ｏ
Ｎ
“
日
０
８

（
ドー
〇
）

ω
”
鮎
２
０
Ｎ
（
ドー
〇
）・

０
”
一
”
】
”
目
”

”

”
”
・
０
０
】
Ｏ
●
”
（
『
∞
‥
Ｉ
Ｎ
Ｎ
）

，
０

０
・
０
●
”
（
い
―

〇
）

い
の
【
〓

”
（
い
―

ド
）
り
↓

“
１

“
ｍ
Ｏ
●
”
（
ド
〇
―

〇
）

Ω
”
〓
ｏ
”
”

¨

ｒ
Ｃ
ｍ
Ｏ

（
ド
ー

Ｆ
）
・
〇
ヽ
ｏ
●
Ｏ
ｏ

（
【
―

ド
）
υ

”
Ｏ
口
”
の
く
の
鮎
【
”

（
Ｎ
Ｉ
・Ｎ
）
・

Ｆ
ｏ
Ｏ
目
ｏ
●
”

”

Ｆ
０
０
ｏ

（
卜
‐―
〇
）
・

日

”
目
ｏ
Ｈ
絆
ｏ
”
”

¨

―

　（トー
〇
）
・

コ「
”
】
①
●
０
”
”
目
”

”

＞
〓
８
ユ
①
（
『ｌ
ω
）

，
０
３
お
〓
Ｏ
ｏ
（
】―
〇
）

〓
日
０
ご

（
ドー
〇
）
ｏ
く
Ｌ
ｏ
●
Ｏ
Ｆ
（
『Ｉ
Ｆ）
・

コヽ
”
００
０
１り
『”
く

，
Ｈ『
”
”

＞
ご
く
”
（
（了
‐Ｎ
）
じ
の
Ｌ
ｏ
Ｃ
Ｎ
０
０
”
（卜
〔Ｔ
‐〓
）

Ｚ
”
く
“
コ
”
（Ｎ
∞Ｉ
Ｎ
）
じ
く
いＮ
８
ヽ

（
∞
∝―
い
）

◇

避

難

小

屋

及

び

山

小

屋

（
”

ｏ
ど

ｍ
】
ｏ
∽

く

ｂ
Ｌ
げ
Ｏ
Ｈ
ｍ
“
①
り

ｏ
●

】
Ｏ
∽

∽
中
の
一
①
●
】
”
の
　
フ
ヽ
〇
コ
ー

Ｓ

●
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

同

∽
ｕ
”
●
ｏ
】
８

）

に

つ

い

て

は

、
余

り
悉
し
く
紹
介
し
て
も
煩
わ
し
い
だ
け
な
の

で
、
大
ず
か
に
書
い
て
お
く
。

ソ
ヽ
”
０
”
Ｎ
Ｏ

（
Ψ
”
】
”
中
０
０

。
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
・
・　
∞

「

い
ｏ
Ｏ
∽

鮎
ｏ

国
に
ヽ
Ｏ
ｏ
”
　
・
‥
‥
‥
‥
。
‥
‥
‥
‥
ド
ド

０

０
『
鮎
〓

Ｆ

【
”

０

”
●
一
”
げ
■

Ｏ
Ｐ

…

‥
…

‥
■

〇

り
くＲ
ｏ
●
計
①
∽

く
，”

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

‥
…

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
ド
『

”
軍
Ｆ
８
ｏ
（「

，
蒲
」戯
０
け
）
‥
…
…
島
∞

０

０
■
鮎

ｏ

０

０
ｏ
い
ｏ
【
”

０

”
け
”
Ｆ

●
Ｔ

‥
‥
‥
‥

『

∽
い
の
い
ｏ
晏
ｒ”

Ｈ
げ
①
■

０
０
‥
‥
‥
…

‥
‥
‥
‥
‥
‥
ド
∞

∽
【
∽
い
０
日

，

Ｏ

ｏ
●
質

』

…

‥
…

…

‥
‥
‥
…

出

∞

∽

中
ｏ
『
【
”

ン
ヽ
Ｏ
Ｈ
ｏ
●
”
‥
‥
‥
‥
・
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
。
Ｎ

∽
】
の
一
ｏ
■
ｒ”
　
”
①
口
】
σ
①
け
中
０
０

・
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
ド
Ｎ

こ
れ
は
南
方
の

∽
お
１
”
Ｚ
ｏく
”
針

地

方
で
、
メ
ン
デ
ス
小
屋
あ
り
。

（∪
”
●
”
【
】
Ｏ

‥
・
‥
‥
‥
‥
・
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
・

『

遭
難
統
計

（
＞
８
こ
の
ユ
８

鮎
ｏ
〓
ｏ
●
言
‐

●
”
０
８
１
〓
ｏ
ｏ８

８
８
）
に
よ
る
と
、
死

亡
、
重
傷
計

一
五
名
と
な
る
。
岩
場
が
多
い
。

スペイ ン山岳連盟構成一覧
(Resu]men Estadistico)

32,495

(4)

地
域
月」 名   称 本部所在地

連 盟
所   属
団 体 数

会  員  数

正会員 準会員

地
方

"

州電

Andaluza

AragOnesa

Asturiana

Castellana

(1)atalana

Granada

Zaragoza

16 1,439 580

11

24

3,646 1,719

1,879(:)viedo 4,328

Madrid 37 10,130 3,242

Barce10na 98 30,646 14,518

Gallega

Valenciana

VascO― Navarra

Canara

Vigo 2,095 500

Valenciana 16 3,720 1,513

Bilba0 112 22,215 7,657

485 215

2,086 160

Leonesa Leon
|

4 148 100

Tinerfena Santa Cruz de
Tenerife 413

計 333 81,373

―-6ノイ・――

|

I Las Palmas  l

Cantabra l Santander l

5251
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新

・
爺
蘭
土
雑
記
④

藤

島

敏

男

氷
河
を
下
る
　
あ
く
る
日
は
若
人
ふ
た
り

と
ガ
イ
ド
、
足
の
そ
ろ
っ
た
三
人
で
マ
ウ
ン

ト

●
グ
リ
ー
ン

（九
三
〇
五
フ
イ
ー
ト
）
ヘ

早
暁
か
ら
登

っ
て
、
午
後
か
ら
タ
ス
マ
ン
氷

河
を
下
ろ
う
と
き
め
た
の
だ
が
、
生
憎
夜
半

か
ら
雪
が
降
り
始
め
、
結
局
登
山
は
中
止
、

天
候
の
回
復
を
待

っ
て
十

一
時
頃
小
屋
を
あ

と
に
し
た
。

稜
線
は
雲
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
が
、
薄
日

が
さ
し
て
雪
は
軟
か
く
、
照
り
返
し
は
あ
つ

く
、
無
数
の
ク
ン
バ
ス
を
跨
い
だ
り
、
飛
び

越
え
た
り
、足
の
短
い
私
に
は
中
々
の
労
働
、

そ
れ
が
四
時
間
近
く
も
続
い
て
、
い
よ
い
よ

マ
ル
テ

・
ブ
ラ
ン
小
屋
の
下
ま
で
辿
り
つ
い

た
時
、
ク
タ
ク
タ
だ

っ
た
。
そ
れ
か
ら
さ
ら

に
二
百

ｍ
ほ
ど
、
ガ
ラ
ガ
ラ
の
岩
を
登

っ
て

小
屋
に
着
く
と
、
も
う
物
を
言
う
の
も
い
や

に
な

っ
た
。

小
屋
に
は
十
五

・
六
人
、
勢
い
の
い
い
の

が
先
着
し
て
い
た
。
土
曜
日
だ

っ
た
の
だ
。

そ
の
中
の
六

・
七
人
が
、
私
達
と
入
れ
ち
が

い
に
、
上
の
小
屋
へ
と
出
か
け
て
い
っ
た
。

ホ
ッ
ホ
シ
テ
ッ
テ
ル
・
ド
ー
ム
と
ア
イ
ル
マ

イ
ヤ
ー
に
登
る
の
だ
と
き
い
て
、
私
は
心
の

中
で

″
ま
あ
よ
か
っ
た
″
と
思

っ
た
。

実
は
私
達
の
登

っ
た
、
こ
の
ふ
た
つ
の
山

が
、
余
り
に
容
易
な
も
の
だ

っ
た
の
で
、
土

地

ッ
子
な
ど
は
テ
ン
デ
ロ
も
く
れ
な
い
山
で

は
な
い
か
と
、
ひ
そ
か
に
危
ぶ
ん
で
い
た
の

だ
が
、
こ
れ
で
安
心
し
た
と
い
う
わ
け
だ
。

小
屋
に
残

っ
た
連
中
の
リ
ー
ダ
ー
、
ク
ロ

フ
ォ
ー
ド
君
は
テ
ル
女
史
前
回
来
島
の
際
、

ど
こ
か

一
緒
に
歩
い
た
の
で
、
な
つ
か
し
が

っ
て
わ
れ
わ
れ
の

一
行
に
、
女
史
の
顔
の
み

え
な
い
の
を
残
念
が
っ
て
い
た
。
リ
ー
ダ
ー

以
外
は
ず

っ
と
年
若
い
連
中
だ

っ
た
が
、
食

事
の
仕
度
で
も
、
跡
仕
末
で
も
若
者
の
先
頭

に
た
っ
て
、
手
を
く
だ
し
て
い
た
の
に
は
感

心
し
た
。
こ
の
調
子
な
ら
ば
リ
ー
ダ
ー
が
隊

員
を
、
棒
切
で
シ
ゴ
ク
な
ど
と
い
う
こ
と
は

あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
。
き
い
て
は
み
な
か
っ

た
が
、
育

っ
た
環
境
や
教
養
の
程
度
が
、
ど

こ
か
の
国
の
下
士
官
根
性
リ
ー
ダ
ー
と
は
、

ち
が
う
の
で
あ
ろ
う
。

翌
日
、
Ｎ

・
Ｚ
連
中
は
真
夜
中
に
、
わ
れ

わ
れ
仲
間
の
若
者
と
ガ
イ
ド
は
三
時
頃
に
、

そ
れ
ぞ
れ
出
か
け
て
い
っ
た
。
深
田
君
と
私

と
は
朝
寝
坊
を
し
て
、
朝
め
し
を
す
ま
す
と

小
屋
の
そ
と
で
こ
こ
ろ
よ
い
温
か
さ
の
朝
陽

を
浴
び
て
、素
晴
し
い
眺
め
を
た
の
し
ん
だ
。

タ
ス
マ
ン
氷
河
は
ヒ
マ
ラ
マ
極

地

以
外

で

は
、
い
ち
ば
ん
長
大
な
氷
河
と
い
わ
れ
る
。

ス
イ
ス
・ア
ル
プ
ス
で
は
ア
レ
ツ
チ
氷
河
が
、

最
大
だ
が
、
そ
れ
ま
り
は
遥
か
に
大
き
い
。

小
屋
か
ら
は
丁
度

マ
ウ
ン
ト

・
ク
ツ
ク
の
あ

た
り
か
ら
、
氷
河
の
源
ま
で
が

一
日
に
見
渡

さ
れ
る
。
岩
よ
り
も
雪
と
水
に
お
お
わ
れ
た

部
分
が
多
い
か
ら
、
折
か
ら
朝
の
光
を
う
け

て
、
ま
ぶ
し
く
て
目
が
い
た
い
よ
う
な
景
観

で
あ
る
。
み
ん
な
出
払

っ
て
、
あ
た
り
に
人

影
も
な
け
れ
ば
、
物
音
も
し
な
い
。
朝
露
の

光
る
草
原
に
腰
を
お
ろ
し
て
、
空
も
山
も
、

そ
し
て
空
気
も
、
す
べ
て
が
清
浄
の
二
字
で

表
現
さ
れ
る
中
に
、
と
け
込
ん
で
い
た
ひ
と

と
き
を
、
私
は
永
く
忘
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

早
暁
出
か
け
た
三
人
は
、
氷
河
か
ら
岩
尾

根
を
ク
ラ
ン
ポ
ン
を
つ
け
た
ま
ま
、
若
さ
に

ま
か
せ
よ
じ
登

っ
て
、
主
稜
の

一
角
に
き
し

た
と
満
足
気
で
あ

っ
た
。
老
童
ふ
た
り
は
、

そ
れ
は
面
白
か
っ
た
ろ
う
と
、
相
槌
を
う

っ

た
だ
け
だ
。

七
時
す
ぎ
小
屋
を
あ
と
に
し
た
。
し
ば
ら

く
し
て
山
の
端
を
廻
る
と
、
も
う
バ
ス
の
終

点
ボ
ー
ル
・
ハ
ッ
ト
は
あ
の
あ
た
り
と
、
指

顧
さ
れ
た
の
だ
が
、
氷
河
の
表
面
は
だ
ん
だ

ん
凹
凸
が
ひ
ど
く
な
り
、
や
が
て
堆
積
の
下

に
氷
が
か
く
れ
る
と
、
益
々
歩
き
難
く
、
バ

ス
の
待

っ
て
い
る
台
地
ま
で
、
六
時
間
近
く

も
か
か
っ
た
。
氷
河
見
物
の
観
光
客
が
バ
ス

一
台
分
、
発
車
を
待

っ
て
た
む
ろ
し
て
い
た

が
、
そ
の
な
か
に
旅
行
社
の
介
添
人
の
つ
い

た
日
本
人
が
、
四
五
人
ま
じ
っ
て
い
た
の
は

意
外
で
も
あ

っ
た
し
、
私
は
す
く
な
か
ら
ず

ガ
ッ
カ
リ
し
た
。

日
本
人
に
会
う
　
近
年
日
本
人
の
海
外
渡

航
熱
は
大
変
な
も
の
で
、
欧
州
な
ど
は
大
都

会
か
ら
名
所
旧
跡
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
ル
プ
ス

の
麓
の
村
で
も
、
日
本
人
に
お
め
に
か
か
ら

ぬ
と
こ
ろ
は
め
っ
た
に
な
い
と
き

い
て

い

る
。
私
は
も
う
七
十
何
年
、
日
本
人
は
飽
き

飽
き
す
る
ほ
ど
み
て
い
る
し
、
東
京
村
で
は

ど
こ
え
い
っ
て
も
人
々
々
で
、
う
ん
ざ
り
し

て
い
る
。
折
角
お
国
を
離
れ
て
遠
出
す
る
か

ら
に
は
、
沢
庵
人
種

（
こ
の
語
、
辻
村
伊
助

著

「
ス
ウ
ィ
ス
日
記
」
昭
和
五
年
梓
書
房
刊
、

二
四
六
ペ
ー
ジ

一
行
日
に
あ
り
。
イ
ン
テ
ル

ラ
ー
ケ
ン
の
カ
フ
ェ
ー
で
休
ん
で

い
る

と

∧
室
の
中
は
ざ

っ
と
人
類
館
と
い
う
体
裁

だ
、
往
来
に
は
、
亜
米
利
加
人
が
六
分
通
り
、

英
吉
利
、
露
西
亜
が
こ
れ
に
次
い
で
、
沢
庵

人
種
は
て
ん
で
見
あ
た
ら
な
い
Ｖ
と
あ
る
）

そ
れ
も
日
常
私
な
ど
お
近
付
に
な
る
機
会
の

な
い
人
達
に
、
出
先
き
で
会
う
の
は
、
出
来

る
だ
け
避
け
た
い
と
お
も

っ
て
い
た
。

Ｎ

・
Ｚ
ゆ
き
を
思
い
立

っ
た
と
き
、
彼
地

な
ら
ば
沢
庵
人
種
列
を
な
し
て

い
る

よ
う

な
こ
と
は
、
先
ず
あ
る
ま
い
と
考
え
た
。
ま

た
実
際
に
、
Ｎ

・
Ｚ
へ
き
て
か
ら
こ
の
日
ま

で
二
週
間
余
の
あ
い
だ
、
日
本
人
と
い
え
ば

フ
オ
ッ
ク
ス
氷
河
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
戦
争
花

嫁
ら
し
い
婦
人
ひ
と
り
、
ク
イ
ン
ス
タ
ウ
ン

の
街
角
で
見
か
け
た
、
両
手
に
カ
メ
ラ
の
紳

士
ひ
と
り
、
こ
れ
だ
け
だ

っ
た
か
ら
私
の
思

惑
は
外
れ
な
か
っ
た
と
、
喜
ん
で
い
た
。
と

こ
ろ
が
こ
ん
ど
の
旅
で
、
頂
点
と
も
い
う
べ

き
タ
ス
マ
ン
氷
河
の
山
か
ら
、
お
り
て
き
た

途
端
に
見
知
ら
ぬ
人
か
ら
日
本
の
方
で
す
か

と
や
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
私
は
ガ
ッ
カ
リ
し

た
。
用
も
な
い
の
に
見
知
ら
ぬ
人
に
、
話
し

か
け
る
と
は

一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ

う
。
日
本
の
方
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、

余
計
な
お
世
話
だ
、
苦
り
き

っ
て
私
は
ロ
ク

に
返
事
も
し
な
か
っ
た
が
、
別
に
失
礼
に
あ

た
る
わ
け
で
も
あ
る
ま
い
。

ホ
テ
ル
ま
で
三
十
分
の
バ
ス
に
同
車
し
た

き
り
だ
が
、
あ
と
で
き
け
ば
、
花
を
折
っ
た

り
、
紙
屑
を
散
ら
し
た
り
し
て
、
国
威
を
発

揚
し
た
一
行
の
片
割
れ
だ
っ
た
。
し
か
し
こ

れ
が
最
後
で
、
私
は
Ｎ
・
Ｚ
を
離
れ
る
ま
で

ひ
り
と
も
日
本
人
を
見
か
け
ず
に
済
ん
だ
か

ら
、
我
慢
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ガ
イ
ド
の
こ
と
　
私
達
の
伴
っ
た
ガ
イ
ド

は
、
ス
イ
ス
・
ベ
ル
ン
の
近
郊
ボ
ー
リ
ン
グ

ン
か
ら
来
た
、
ロ
ン
ン
ツ
・
ペ
リ
ン
チ
オ
リ

と
い
っ
て
、

２７
才
の
若
者
だ
っ
た
。
や
さ
し

い
山
し
か
登
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
腕
前
の
ほ

ど
は
わ
か
ら
な
い
が
、
登
行
中
で
も
小
屋
で

も
、
ま
め
に
動
き
働
ら
く
、
忠
実
な
点
は
買

っ
て
よ
い
と
お
も
っ
た
。
そ
れ
に
料
理
が
中

中
上
手
だ
っ
た
。
７ｏ
年
の
万
国
博
に
日
本
ヘ

来
た
い
ら
し
く
、
コ
ツ
ク
の
給
料
な
ど
き
い

て
い
た
か
ら
、
案
外
経
験
が
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
日
当
は
一
日
１２
弗
五
〇
、
日
本
貨

で
五
千
円
に
な
る
。小
屋
代
は
一
泊

一
弗
２５
、

ガ
イ
ド
は
一
弗
の
割
合
だ
っ
た
こ
と
も
、
つ

い
で
に
書
添
え
て
お
こ
う
。
テ
ン
ト
持
参
、

ガ
イ
ド
レ
ス
の
人
ば
か
り
が
、
Ｎ

・
Ｚ
ア
ル

プ
ス
ヘ
出
か
け
る
と
は
、
限
る
ま
い
。

（
つ
づ
く
）

キ
ン
ボ
ー
ル
博
士
の
報
告

昨
夏
、
来
日
し
た
シ
ェ
ラ
・
ク
ラ
ブ
の
旅

行
に
つ
い
て
、
総
リ
ー
ダ
ー
の
キ
ン
ボ
ー
ル

博
士
か
ら
次
の
よ
う
な
報
告
が
、
本
会
宛
に

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
最
終
項
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
、Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
が
訪
米
の
折
は
、

シ
ェ
ラ
・
ク
ラ
ブ
ヘ
是
非
、
接
触
し
て
欲
し

い
旨
、手
紙
に
も
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

今
度
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
皆
さ
ん
を
案
内
し
ま
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で
す
。
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界
の
近
況

田
　
村

俊

介

十
二
月
十
二
日
付
、
ギ

ッ
ペ
ン
レ
イ
タ
ー

氏
よ
り
招
待
状
を
も
ら
い
、
グ
ル
ジ
ヤ
共
和

国
の
み
な
ら
ず
、
ソ
連
の
山
岳
界
の
現
役
の

第

一
人
者
で
あ

っ
た

「
ミ
ハ
イ
ル
・
ヘ
ル
ギ

ア
ニ
追
悼
の
タ
ベ
」
が
モ
ス
ク
ワ
体
育
大
学

で
行
な
わ
れ
た
の
で
出
席
し
て
き
ま
し
た
。

こ
ち
ら
で
ソ
連
ア
ル
ピ

ユ
ズ
ム
年
鑑
全
部

（
一
九
六
四
年
ま
で
全
１０
冊
）
入
手
し
ま
し

た
の
で
、
ソ
連
の
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
歴
史
は

殆
ん
ど
の
こ
と
は
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

（
十
二
月
十
五
日
付
、
モ
ス
ク
ワ
に
て

松
田
宛
）

ふ

る

さ

と

の

山

―
―
上
信
越
国
境
を
歩
む
―
―

中

村

　

謙
著

中
村
さ
ん
の
著
書
で
戦
前
に
出
版
さ
れ
た

も
の
に

「上
信
境
の
山
々
」
（
昭
和
十
三
年
、

朋
文
堂
刊
）
と
い
う
の
が
あ

っ
て
、
沢
山
珍

ら
し
い
山
や
谷
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

思
い
出
す
。
中
村
さ
ん
の
本
に
は
、
長
い
問

わ
れ
わ
れ
は
ず
い
ぶ
ん
お
世
話
に
な

っ
て
き

た
も
の
で
あ
る
。

中
村
さ
ん
は
越
後
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
朝

日
に
輝
く
妙
高
山
を
仰
い
で
は
子
供
心
に
も

胸
躍
ら
せ
た
思
い
出
を
も
つ
。
「少
年

時
代

に
東
京
に
移
り
住
ん
で
か
ら
、
次
第
に
山
旅

に
傾
倒
す
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
六
年
、
岩

菅
、
苗
場
、
三
国
街
道
、
藤
原
、
武
尊
、
丸

沼
、
菅
沼
、
白
根
と
い
う
十

一
日
間
の
旅
が

上
信
越
国
境
の
山
に
深
い
縁

（
え
に
し
）
を

も
つ
き

っ
か
け
と
な

っ
た
」
。

と
い
う
。

こ

れ
は
本
書
の
序
文
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、

さ
ら
に
中
村
さ
ん
は
序
の
中
で

「そ
の
後
、

太
平
洋
戦
争
に
よ
る
中
断
な
ど
が
あ
り
、
戦

後
も
交
通
難
、
食
糧
難
の
た
め
思
う
ま
ま
に

な
ら
ぬ
う
ち
物
知
り
の
古
老
も
物
故
し
、
山

の
ゆ
き
か
た
も
大
き
く
か
わ
っ
て
、
私
の
上

信
越
研
究
は
未
完
に
終

っ
て
し
ま
っ
た
」。

と
書
い
て
い
る
。
さ
ら
に

「
せ
め
て
自
分
の

歩
い
た
と
こ
ろ
だ
け
で
も
文
書
に
残
し
て
お

き
た
い
と
思
い
筆
を
と
っ
た
」
、
と
本
書

執

筆
の
動
機
を
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
と
お
り

本
書
は
単
な
る
案
内
書
で
は
な
く
、
中
村
さ

ん
の
過
去
の
山
旅
の
総
決
算
と
し
て
の
意
味

を
も
っ
て
い
る
。

本
書
の
内
容
は
、
「上
越
の
山
」
尾
瀬

か

ら
三
国
峠

以
西
の
山

ま
で
、
「信
越
の
山
」

野
反
湖
か
ら
火
打
山
ま
で
、
ほ
か
に

「佐
渡

の
山
」
と

「伝
説
」
六
篇
と
か
ら
成
る
。
正

確
に
数
え
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
紹
介
さ
れ

た
山
の
数
を
目
次
か
ら
拾
い
上
げ
て
み
る
と

「山
」
の
数
は
お
よ
そ
六
十

一
、
「峠
」
の
類

は
十
八
、
「原
、
沼
」
の
類
は
十
三
あ

っ
た
。

沢
に
至

っ
て
は
無
数
と
い
っ
て
よ

い
だ

ろ

う
。
し
か
も
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
山
に
つ
い
て

著
者
は
い
く
つ
か
の
登
山
コ
ー
ス
を
紹
介
し

て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
裏
付
け
と
な

っ
て

い
る
山
行
は
お
び
た
だ
し
い
に
ち

が

い
な

い
。
そ
れ
で
も
昭
和
四
十
二
年
に
古
稀
の
祝

い
を
迎
え
て
、
山
行

一
千
回
を
記
念
し
た
ほ

ど
の
中
村
さ
ん
に
し
て
み
れ
ば
、
こ
の
本
に

示
さ
れ
た
山
行
く
ら
い
は
ほ
ん
の
片
鱗
に
す

ぎ
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

中
村
さ
ん
の
本
は
平
明
で
あ
る
。
記
述
も

懇
切
で
あ
る
。
強
い
個
性
に
満
ち
た
は
げ
し

い
山
の
記
録
を
好
の
む
読
者
に
は
も
の
足
り

な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
中
村
さ
ん
の
息
の

長
い
情
熱
は
す
ば
ら
し
い
と
思
う
。
た
と
え

ば

「平
ケ
岳
を
め
ぐ
る
谷
の
研
究
」
を
読
ん

で
み
る
と
よ
い
。
ぎ
ら
ぎ
ら
し
た
闘
志
を
表

面
に
出
さ
な
い
か
わ
り
に
、
生
涯
絶
や
さ
ぬ

努
力
を
つ
づ
け
る
中
村
さ
ん
の
態
度
が
う
か

が
え
る
だ
ろ
う
。

本
書
の
記
述
に
は
、
序
文
に
も
断

っ
て
あ

る
よ
う
に
、
書
き
下
し
の
ほ
か
に

「山
岳
」

は
じ
め
既
刊
の
各
誌
か
ら
の
再
録
が
あ
る
の

で
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
行
文
の
不
統

一
が
見
ら

れ
る
の
が
惜
し
い
。
し
か
し
そ
の
お
か
げ
で

紙
上
で
思
い
が
け
な
く
と
う
の
む
か
し
故
人

と
な

っ
た
貝
瀬
保
な
ど
と
い
う
な
つ
か
し
い

越
後
の
山
人
に
会
う
こ
と
が
で
き
て
、
古
い

フ
ィ
ル
ム
の

一
コ
マ
を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
な

楽
し
さ
も
あ

っ
た
。
な
お
で
き
る
な
ら

「索

引
」
が
あ
れ
ば
、
と
思

っ
た
。
（古
沢
肇
）

菊
版
、
四
二

一
ペ
ー
ジ
、
写
真
、
図
版
多

数
、
正
誤
表
付
、
昭
和
四
十
四
年
九
月
十

五
日
、
富
士
波
出
版
社
刊
、
定
価
八
百
円

図

書

室

便

り

新
刊
図
書
受
入
報
告

（昭
和
４４

ｏ
Ｈ
）

芙
蓉
書
房
寄
贈

①
小
方
全
弘
著

『
ブ
ー
タ
ン
素
描
―
美
し
き

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
王
国
―
』
昭

。
４４

ｏ
ｌ０

木
耳
社
寄
贈

０
石
田
吟
松
著

『
満
州
の
風
景
』
昭

ｏ
４４
・

風
見
武
秀
氏
寄
贈

①
風
見
武
秀
著

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・ア
ル
プ
ス
』

（山
漢
ヵ
ラ
ー
ガ
イ
ド

２８
）
昭

ｏ
４４

ｏ
■

山
と
漢
谷
社
刊

日
本
国
際
地
図
学
会
よ
り
購
入

０
日
本
国
際
地
図
学
会
編

『
明
治
以
降
・
本

邦
地
図
目
録
』
昭

ｏ
４４

井
上
書
店
よ
り
購
入

０
牧
野
富
太
郎
　
三
好
学
共
著

『
日
本
高
山

植
物
図
譜
』
第

一
巻
、
第
二
巻
　
明
治
３９

１
４１
　
成
美
堂
刊

定
期
刊
行
物
受
入
報
告

【部
報

・
会
報
類
】

０

『兵
庫
山
岳
』
Ｚ
ｏ
・
∞ｏ　
トトー
〓

②

『国
立
公
園
』
Ｚ
ｏ
・
滅
ｏ　
トトー
ロ

０

『
山
嶺
』
Ｚ
ｏ
・
ミ
い　
トトー
〓

０

『
登
歩
漢
流
会
会
報
』
Ｚ
ｏ
Ｌ
ヽ
υ
ωヽ
ミ
い

一ヽ
「ヽ
∞・　　トトー
，ドド

【雑
誌
】

０

『
ア
ル
プ
』
Ｚ
Ｏ
・
ドトド　
ドΦｏＯ‐―
〓

②

『
地
図
』
く
ｏ
Ｆ
ド
Ｚ
９
∞　
ミ
ー
Φ

③

『
岳
人
』
Ｚ
ｏ
・
ミ
ｏ　
３
８
１
卜Ｎ

Ｏ

『目
Ｈパ
”
”
』
Ｚ
ｏ
・
葛
ｏ　
ドΦ８
１
ドＮ

Ｑ

『山
と
漢
谷
』
Ｚ
ｏ
・
∞↓ｏ　
８
８
１
ドＮ

【そ
の
他
】

０
東
京
外
国
語
大
学
山
岳
会

・
日
本
モ
ン
ゴ

ル
合
同
学
術
登
山
隊

『
モ
ン
ゴ
ル
・
ハ
ル

ヒ
ラ
ー
山
群
８
ｏ
∞楡
』
昭
４４
ｏ
ｌ０

０
京
都
熊
笹
会

ｏ
日
印
ネ
パ
ー
ル
調
査
隊

『
ネ
パ
ー
ル
紀
行
報
告
　
ドΦ
ｏい１
０∞』

０
東
京
大
学
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
会

『高
山
生
理
を

め
ぐ
っ
て
』

（
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
会
資
料
１
）

６４

‐

・０

０
東
京
大
学
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
会

『
カ
ル
コ
ル
ム

の
気
象
』

（
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
会
資
料
２
）
６５

リ
ア
ル
ム
ク
ラ
ブ

『
ヒ
ン
ド
ウ
ク
シ
ュ
第

一

次
踏
査
隊
行
動
記
録
　
４６
ｏ
７
１
８
』

洋
書
受
入
報
告

＞
＆
鮎
０日
ご

寄
贈

LI
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ヽ
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甲
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Ｈ
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Ｏ
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ド
Φ
Ｏ
Ｏ
・

い
・
Ｒ
∪
ｏ
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ｏ
ｏ
Ｆ
ｏ
【
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ぼ
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・
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ｏ
お
Ｆ
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〕
“
‥

Ｆ
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”
●
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Ｎ
Ｈ
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一〓
一①
ｈい　
い
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∽
①
υ
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Ｈ５
σ
ｏ
『

Ｈ
Ｏ
Ｏ
Φ
・

〇
・
Ｒ
】Ｆ
”
　
フ
ハ
〇
●
一
”
●
”
こ
　
ヮ
『
Ｏ
・　
ド
Ｎ
・　
〕
Ｃ
ｒ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
０
０
・

『
・
Ｒ
】″
いく
い
∽
［
”
フ
ハ
①
●
り
〓
ｏ
こ
ゝ
だ
ｏ
●
Ｏ
ｏ
ｏ

υ
り
４
０
・

『
―

∞
・　
】ｒ
ｃ
ｍ
ｒ
ｏ
ｌ
ゝ
ｒｍ
ｏ
∽
け
ｏ

Ｈ
Φ
０
０
・

十
月
二
十
五
日
に
催
し
ま
し
た
第
二
回
図

書
交
換
即
売
会
は
、
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
盛
会
に
終
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

れ
に
際
し
ま
し
て
、
多
数
の
方
々
か
ら
図
書

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

第
二
回
図
書
交
換
即
売
会
寄
贈
図
書

（
カ
ッ
コ
内
は
寄
贈
者
）

山
の
気
象
と
遭
難

・
気
象
庁
予
報
課

（
山
崎
安
治
氏
）

光
み
な
ぎ
る
と
こ
ろ

・
ソ
ニ
エ
・
河
合
訳

（斉
藤
　
桂
氏
）

カ
ン
チ
エ
ン
ジ

ェ
ン
ガ

・
エ
バ
ン
ス

（
藤
島
敏
男
氏
）

ヒ
マ
ラ
ヤ
踏
査
隊
派
遣

・
立
大
山
岳
部

（後
藤
　
伝
氏
）

毎
日
グ
ラ
フ
・
マ
ナ
ス
ル
登
頂
号

（
田
辺
主
計
氏
）

一
高
山
深
谷
第
八
輯

・
Ｊ
Ａ
Ｃ

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
戸
沢
英

一
氏
）

兵
庫
県
縦
断
報
告

・
武
庫
川
女
子
大

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
奥
深
く
。
大
阪
府
大

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
波
こ
え
て
・
都
立
大
府
立
大

リ
フ
ア
レ
ン
ス
・
マ
ッ
プ

・
イ
ン
ド

リ
フ
ア
ン
ン
ス
・
マ
ッ
プ

・
ス
イ
ス

（
以
上
田
辺
主
計
氏
）

山
と
漢
谷
十
三
冊
　
　
　
（中
島
伊
平
氏
）

初
登
攀
行

ｏ
松
本
竜
雄
　
（深
田
久
弥
氏
）

単
独
行
、
風
雪
の
ビ
バ
ー
ク
　
加
藤

・
松
涛

新
雪
な
だ
れ
、
神
々
の
岩
壁

・
新
田
次
郎

チ
ン
ネ
の
裁
き

岩
壁
の
掟

旅
情

・
山

・
主
婦
と
生
活
社

西
域
八
年
の
潜
行
上
下
、
西
川

一
三

槍
ケ
岳
開
祖
播
隆

・
穂
刈
三
寿
雄

山
頂
へ
の
道

・
山
口
燿
久（

以
上
深
田
久
弥
氏
）

新
生
印
度
連
邦
と
パ
キ
ス
タ
ン
・
田
辺
飯
田

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
・
中
屋
健
式

北
海
道
の
植
物

・
館
脇
操

ア
ム
ン
ゼ
ン
・
山
本

一
清

登
山
技
術
と
用
具

・
西
岡

一
雄

砂
漠
の
蒙
彊
路

ニ
フ
テ
ー
モ
ア

エ
ベ
ン
ス
ト
を
目
指
し
て
・
ハ
ン
ト

北
氷
洋
漂
流
記
・
米
川
正
夫

ア
ル
プ
ス
と
高
原

ｏ
日
本
交
通
交
社

私
の
見
た
フ
ラ
ン
ス
の
ス
キ
ー
・
片
桐
匡

秘
め
ら
れ
た
旅
路

・
岡
田
喜
秋

歴
史
の
山
旅

・
安
川
茂
雄

可
愛
い
山

ｏ
石
川
欣

一

イ
ン
ド
で
暮
ら
す

・
石
田
保
昭

エ
ベ
ン
ス
ト
の
頂
上
へ
・
近
藤
等

西
蔵
探
検
記
・
ヘ
デ
イ
ン

天
然
記
念
物

・
鳥
類
編

・
内
田
清
之
助

正
し
い
ス
キ
ー
術

・
沢
本
三
郎

北
海
道

・
館
脇
操

ス
イ
ス
の
山

・
山
田
圭

一

ザ
イ
ル
の
強
さ
と
正
し
い
使
い
方

ｏ
梶
原

今
日
の
イ
ン
ド

・
イ
ン
ド
大
使
館

軽
井
沢
と
浅
間
山

・
岡
村
僅

山

・
串
田
保

一

現
代
登
山
全
集
谷
川
岳

・
創
元
社

コ
ン
ロ
ン
紀
行

・
ス
ミ
グ
ノ
フ

世
界
山
岳
全
集
二
、
三
、
五
、
七
、
八
、
九

十
、
十
二
巻

・
朋
文
堂

岩
登
り
・
伊
藤
洋
平

現
代
紀
行
文
学
全
集

・
修
道
社

世
界
紀
行
文
学
全
集

・
修
道
社

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
第
十
号

・
早
大
山
岳
部

山
岳
二
十
、
二
十

一
、
二
十
二
、
二
十
七
、

二
十
八
、
二
十
九
、
三
十
、
三
十

一
、
三
十

二
、
三
十
三
、
三
十
四
、
三
十
五
、
三
十
六

号
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
三
田
幸
夫
氏
）

登
山
全
書
四
巻
岩
と
の
闘
い
。
河
出
書
房

（
西
村
久
平
氏
）

製
本
の
報
告

０
岳
人
　
　
　
Ｚ
ｏ
・
卜い―
いｏ

Ｚ
ｏ
ｏ

い
ヽ
―

の
Ｎ

Ｚ
ｏ
Ｌ

〓

―

口

ｏ

り
負
Ｏ
・
ド
〇
ド
≫
く
Ｈ
Ｏ
ト

リ
角
Ｏ
ｏ
Ｎ
ト
ト
ゝ
く
Ｎ
卜
〇

ワ
鋼
Ｏ
。
Ｎ
Ｏ
Ｏ
ヽ
く
い
い
∞

り
亀
０
・
Ｎ
い
∞
ゝ
く
Ｎ
Ｏ
Ｏ

Ｚ
ｏ
・
Ｎ
８

１
ざ

∞

②
山

と
漢

谷
　
Ｚ
ｏ
。
Ｎ
ペ
Ｉ
Ｎ
『
Φ

り
角
〇
・
Ｎ
∞
Φ
Ｄ
く
Ｎ
∞
∞

り
一
Ｏ
ｏ
∞
〇
∞
―
く
ω
ド
ド

リ
角
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・
∞
Ｎ
Ｆ
ゝ
く
∞
Ｎ
ト

リ
角
Ｏ
・
ω
∞
卜
ゝ
く
ω
∞
『

り
負
０
・
ω
い
Ｎ
Ｄ
ｔ
∞
い
ト

リ
負
Ｏ
ｏ
∞
い
い
ゝ
く
ω
い
『

ワ
角
０
・
∞
い
∞
―
く
ω
Ｏ
Ｏ

ワ
「
Ｏ
・
∞
〇
ド
ー
く
∞
〇
∞

り
亀
０
。
∞
〇
卜
ゝ
ｔ
ω
い
い

り
負
〇
・
∞
〇
『
＞
ｔ
ω
Ｏ
Φ

Ｏ
山
岳

（磯
野
文
庫
）
第

一
年
、
第
二
年
、

第
二
年
、
第
五
年
、
第
九
年
、
第
十

年
、
第
十
五
年
、
第
二
十
五
年
、
第

二
十
七
年
。

四
Ｒ
∽
パ
ロし
、３
Ｌ
Ｉ
Ｎ
り
、３

り
∞―
卜
・

Ｄ
Ｒ
↓
Ｆ
①
Ｏ
ｏ
ｏｍ
〓
ｕ
〓
ｏ
”
【
『ｏ
ｃ
・●
”
マ

トΦＮ『＞
おヽ
卜Ｆ
く
ｏ
ｒ
Ｐ
Ｘ
Ｘ
Ｉ
・Ｘ
Ｏ
く
目
Ｈ

ド
Φ
い
ド
＞
ュ
Φ
Ｏ
∞
じ
く
ｏ
ｒ

Ｏ
Ｘ
く
目
―

Ｏヽ
Ｘ
Ｘ
Ｘ

Ｈ
く

０

．
∪
一の
＞
ぼ
①
Ｏ
こ

８
ωト
１
８
卜
ｏ

，
く
ｏ
Ｆ
Ｘ
Ｉ
メ
Ｘ
Ｈ

295-197001

・
エ
ベ
ン
ス
ト
偵
察
隊
帰
国
あ
い
さ
つ
と
報

告
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（宮
下
）

。
年
次
晩
さ
ん
会
の
件
　
　
　
　
（飯
野
）

二
四
七
名
の
出
席
申
し
込
み
あ
り
、
取
り

消
し
な
ど
で
二
三
〇
名
く
ら
い
出
席
と
見
込

ん
で
い
る
。
総
合
司
会
を
村
山
雅
美
氏
に
依

頼
す
る
。

・
一
本
展
の
件
　
　
　
　
　
　
　
（
野
上
）

エ
ベ
ン
ス
ト
こ
の
一
本
展
は
吉
沢
氏
の
資

料
を
中
心
に
神
原
、
深
田
、
松
方
氏
ら
に
出

品
を
願
う
。

・
支
部
長
会
議
の
件
　
　
　
　
　
（
深
田
）

十
二
月
五
日
ル
ー
ム
で
開
く
。
支
部
報
告

や
本
部
へ
の
要
望
を
聞
き
た
い
。

・
運
営
資
金
借
り
入
れ
の
件
　
　
（飯
野
）

短
期
で
五
百
万
円
を
協
和
銀
行
か
ら
借
り

入
れ
る
。
松
方
、
三
田
氏
に
保
証
人
に
な
っ

て
も
ら
っ
た
。

・
会
員
に
対
す
る
エ
ベ
ン
ス
ト
登
山
募
金
促

進
の
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（飯
野
）

・
常
任
評
議
員
会
の
件
　
　
　
　
（沼
倉
）

十

一
月
二
十
四
日
国
際
文
化
会
館
で
開
き

本
年
度
名
誉
会
員
は
見
送
る
こ
と
に
し
た
。

・
エ
ベ
ン
ス
ト
登
山
記
録
映
画
の
件（中

田
）

▽
報
告

・
万
博
用
カ
ラ
ー
・
コ
ル
ト
ン
作
成
の
件

（
大
塚
）

・
在
日
外
人
登
山
家
交
歓
会
は
明
春
に
延
期

す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（松
田
）

・
エ
ベ
ン
ス
ト
・
カ
ン
ン
ダ
ー
を
外
国
山
岳

会
へ
送
付
の
件
　
　
　
　
　
　
　
（
松
田
）

・
テ
ン
ジ
ン
来
日
招
待
の
件
　
　
（松
田
）

十
二
月
支
部
長
会
議

（
５
日
２
時

・
ル
ー
ム
）

▽
出
席
者
　
士
口沢
、
深
田
副
会
長
、
山
崎
、

飯
野
、
大
塚
、
辰
沼
、
浜
野
各
理
事

中
田
、
中
野
、
小
林
、
山
本
、
熊
沢
、
藤

島
、
後
藤
、
伊
達
各
支
部
長

各
支
部
の
現
状
、
本
部
へ
の
要
望
な
ど
に

つ
い
て
話
し
あ
い
、
春
と
冬
の
支
部
長
会
議

(8)

（熙
蝙
潜
研
）
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一
本
展
も
無
事
終
り
ま
し
た
。
今
年
は
例

年
に
片
べ
て
本
が
多
か
っ
た
せ
い
も
あ
り
ま

す
が
、
つ
く
づ
く
本
と
い
う
も
の
は
重
い
も

の
で
す
。
間
借
り
し
た
三
階
が
底
が
ぬ
け
て

家
主
に
追
い
出
さ
れ
た
と
い
う
話
も
あ
る
ぐ

ら
い
で
す
か
ら
。
個
人
の
蔵
書
の
中
で
も
、

生
き
て
る
本
と
死
ん
で
る
本
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
や
は
り
死
ん
で
い
る
本
は
蘇
生
で
き

る
場
所
へ
移
し
て
や
る
の
が
ほ
ん
と
だ
と
思

い
ま
す
け
ど
、
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

（
東
）

加
納
氏
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ

ッ
ク

今
回
、
深
田
さ
ん
の
要
望
で
加
納

一
郎
氏

の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ｏ
ブ
ッ
ク
が
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
図
書

室
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
十
数

冊
に
わ
た
る
こ
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
、
朝
日
新

聞
を
中
心
と
し
た
昭
和
期
か
ら
の
精
密
な
山

と
雪
の
一
側
面
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
で
、
山
を
中
心
に
海
外
登
山
、
探
検
な
ど
、

さ
ら
に
世
相
の
ビ
ッ
グ

ｏ
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

こ
と
に
戦
後
の
南
極
越
冬
隊
関
係
の
記
事

な
ど
、
仔
細
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、

文
献
資
料
と
し
て
の
意
義
を
十
三
分
に
備
え

て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（安
川
）

会

務

報

告

十
二
月
理
事
評
議
員
会

（４
日
６
時
半

・
ル
ー
ム
）

▽
出
席
者
　
士
口沢
、
深
田
副
会
長
、
山
崎
、

大
塚
、
飯
野
、
松
田
、
小
倉
、
野
上
、
中
島

長
尾
、
川
上
各
理
事
、
金
坂
、
藤
井
、
中
田

中
野
、
石
原
、
織
内
、
沼
倉
各
評
議
員
、
宮

下
エ
ベ
ン
ス
ト
偵
察
隊
長

▽
議
事

一

“
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の
ほ
か
、
秋
に
は
い
ま

一
回
会
議
を
持

つ
こ

と
を
申
し
あ
わ
せ
た
。
こ
れ
は
各
支
部
で
持

ち
ま
わ
り
と
す
る
。

十

一
月
常
任
評
議
員
会

（
２５
日
午
前
９
時

・
国
際
文
化
会
館
）

▽
出
席
者
　
渡
辺
、
織
内
、
村
山
、
藤
井
、

沼
倉
、
中
屋
、
中
田
、
石
原
各
常
任
評
議
員

三
田
会
長
、
吉
沢
副
会
長
、
飯
野
理
事

（委
任
望
月
、
島
田
、
折
井
）

▽
議
事

・
名
誉
会
員
推
薦
の
件

今
回
は
見
送
り
と
決
定

・
エ
ベ
ン
ス
ト
募
金
促
進
の
件

・
神
河
内
山
荘
建
設
運
営
委
員
会
復
活
の
件

今
後
積
極
的
に
活
動
を
再
開
す
る
こ
と
を

申
し
合
わ
せ
た
。

第
十
三
回
紅
葉
会

山
々
に
紅
葉
の
季
節
が
訪
ず
れ
る
頃
に
な

る
と
、
静
岡
の
紅
葉
会
の
く
る
の
が
待
ち
ど

う
し
く
な
っ
て
く
る
。
十

一
月
八
日
、
本
年

で
第
十
三
回
を
迎
え
た
紅
葉
会
が
や

っ
て
き

た
。地

元
静
岡
で
は
、山
本
支
部
長
を
中
心
に
、

今
年
も
、
趣
向
を
こ
ら
し
て
、
私
達
在
京
会

員
を
心
か
ら
出
迎
え
て
く
れ
た
。
朝
十

一
時

三
十
分
、
静
岡
県
庁
前
に
集
合
し
た
私
達
参

加
者
は
、
大
井
川
鉄
道
の
貸
切
バ
ス
で
、　
一

路
井
川
ダ
ム
ヘ
と
向
か
っ
た
。

途
中
、
安
部
川
で
は
、
隠
風
の
た
め
大
破

損
し
て
通
行
止
の
た
め
、
川
床
に
臨
時
に
作

ら
れ
た
で
こ
ぼ
こ
道
に
ゆ
ら
れ
た
り
、
上
落

合
の
休
憩
時
に
は
、
こ
の
土
地
名
産
の
コ
ン

ニ
ャ
ク
の
お
で
ん
に
舌
づ
つ
み

を
う

っ
た

り
、
富
士
見
峠
で
は
、
車
中
よ
り
薄
化
粧
の

富
士
と
紅
葉
を
観
賞
し
た
り
し
て
、
和
気
あ

い
あ
い
の
う
ち
に
丼
川
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ

い
た
。
夜
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
支
部
長
の
司

会
で
、
日
高
元
会
長
の
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、

地
元
滝
浪
さ
ん
の
歓
迎
の
こ
と

ば

な
ど

あ

り
、
こ
の
日
の
た
め
に
、
特
別
に
作
ら
れ
た
、

二
合
ど

っ
く
り
と
地
酒
に
よ
り
、
酒
盛
り
に

入
っ
て
い
っ
た
。

酒
の
さ
か
な
は
、
特
産
の
椎
茸
に
、
な
め

こ
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
な
ど
山
の
幸
と
、
し
し
の

肉
の
か
わ
り
に
、
上
等
の
牛
肉
で
、
皆
、
お

も
い
お
も
い
に
悦
に
入
り
、
時
の
た
つ
の
も

忘
れ
て
楽
し
ん
だ
。

翌
朝
は
、
昨
夜
の
御
酒
が
き
き
す
ぎ
た
の

か
雨
と
な
り
、
各

コ
ー
ス
に
別
れ
て
の
山
歩

き
も
で
き
ず
、
松
本
さ
ん

一
行
は
、
真
直
に

静
岡
へ
、
斉
藤
か
つ
ら
さ
ん
の

一
行
は
、
大

日
峠
に
、
日
高
先
生
、
小
原
さ
ん
御

一
家
外

二
十
名
程
の
人
々
は
、
南
画
の
よ
う
に
美
し

い
雨
に
煙
む
る
井
川
ダ
ム
を
眼
下
に
見
な
が

ら

「南
の
黒
部
」
と
い
わ
れ
て
い
る
接
阻
峡

の
紅
葉
を
た
の
し
み
な
が
ら
林
道
を
歩
く
こ

と

一
時
間
と
少
々
、
閑
蔵
と
い
う
駅
に
つ
い

た
。
こ
の
小
さ
い
駅
で
、
か
ら
松
の
紅
葉
を

バ
ッ
ク
に
、
駅
名
の
入
い
っ
た
看
板
を
中
心

に
記
念
撮
影
を
と
り
、
玩
具
の
よ
う
な
電
車

の
車
中
の
人
と
な
っ
た
。

車
中
か
ら
の
紅
葉
が
、
右
に
左
に
か
わ
る

美
し
さ
は
、
時
の
経
つ
の
を
忘
れ
さ
せ
た
。

ふ
っ
と
き
が
つ
い
た
時
は
千
頭
で
あ
っ
た
。

千
頭
で
、
普
通
車
輌
の
電
車
に
の
り
か
え
、

金
谷
の
駅

へ
と
向
か
っ
た
。
途
中
、
沼
倉
さ

ん
を
中
心
に
川
根
茶
談
議
に
花
を
咲
け
た
り

し
て
楽
し
い

一
時
を
す
ご
し
た
。
金
谷
に
つ

い
た
私
達
は
、
東
に
西
へ
と
別
れ
て
東
海
道

の
人
と
な
っ
た
。　
　
　
　
　
　
（中
保
）

▽
参
加
者
　
岩
永
信
雄
、
綱
倉
志
郎
、
山
崎

金
次
郎
、
松
本
熊
次
郎
、
鈴
木
英

一
、
早
川

良
太
郎
、
日
高
信
六
郎
、
佐
藤
佳
年
、
野
口

末
延
、
沼
倉
寛
二
郎
、
き
石
八
重
、
登
坂
信

夫
、
長
坂
洋

一
、
中
保
、
斉
藤
桂
、
神
田
チ

ョ
、
沢
田
チ
ヨ
、
小
原
勝
郎
、
小
原
晴
子
、

小
原
岳
郎
、
小
原
由
紀
、
菅
原
保
夫
、
内
藤

正
広
、
滝
浪
善

一
、
石
間
信
大
、
青
島
秀
夫

川
端
信
治
、
水
野
公
男
、
鶴
見
敏
彦
、
牧
野

衛
、
佐
野
敏
郎
、
岩
永
安
雄
、
山
本
朋
三
郎

沢
田
礼
子
、
市
野
弘
、
大
村
正
、
望
月
初
男

井
川
山
岳
会
十
名
。

遭
難
対
策
シ
ン
ポ
ジ

ュ
ー
ム

指
導
研
究
委
員
会
と
学
生
部
共
催
で
冬
山

遭
難
対
策
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
が
十

一
月
十
四

日
午
後
六
時
半
か
ら
日
本
体
育
協
会
四
〇

一

号
室
で
開
か
れ
、
約
八
十
名
の
参
加
者
が
あ

っ
て
盛
会
だ
っ
た
。

司
会
　
金
坂
一
郎

講
演∧

雪
崩
と
天
候
Ｖ
　
久
米
庸
孝

雪
崩
と
天
候
に
関
し
て
は
、
雪
の
量
と
質

が
問
題
に
な
り
ま
す
。
特
に
雪
の
変
質
作
用

が
問
題
で
す
。

積
雪
の
比
重
は
、
雪
そ
の
も
の
の
比
重
と

し
て
は
〇

・
九
で
す
が
、
雪
の
結
晶
と
結
晶

の
間
に
は
空
気
が
あ
り
ま
す
か
ら
　
＾
、
積
雪
そ

の
も
の
を
一
つ
の
物
体
と
み
た
場
合
は
降
雪

直
後
で
〇

。
一
で
す
。
そ
れ
が
、
時
間
が
た

つ
に
つ
れ
て
、
雪
の
結
晶
の
先
の
方
は
昇
華

し
て
し
ま
い
、
結
晶
は
ま
る
み
を
帯
び
て
、

ま
た
自
重
に
よ
っ
て
沈
み
、　
一
曰
く
ら
い
で

比
重
は
○

・
二
に
も
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

に
変
質
し
た
雪
の
上
に
新
雪
が
降
る
と
、
比

重
の
違
う
二
つ
の
雪
面
の
間
に
は
す
べ
り
や

す
い
面
が
生
じ
雪
崩
は
生
じ
や
す
く
な
り
ま

す
。
ま
た
降
雪
後
の
変
質
に
よ
っ
て
も
、
各

各
の
雪
層
の
変
質
速
度
の
違
い
に
よ
っ
て
も

雪
崩
は
生
じ
ま
す
。
変
質
作
用
は
、
風

・
気

温

・
日
射
等
に
よ
り
促
進
さ
れ
ま
す
。
で
す

か
ら
降
雪
直
後
に
雪
崩
が
起
き
な
か
っ
た
場

合
で
も
、
降
雪
後
の
風
や
、
気
温
や
日
射
の

状
態
に
よ
っ
て
は
危
険
に
な
り
ま
す
。
降
雪

直
後
の
強
風

・
快
晴
の
日
に
は
用
心
が
必
要

で
す
。
曇
っ
て
い
て
、
風
が
弱
く
、
気
温
が

低
い
時
は
比
較
的
安
全
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

次
に
雪
の
量
で
す
が
、
新
雪
雪
崩
は
一
晩
に

五
〇
釧
以
上
の
雪
が
あ
っ
た
時
に
は
起
こ
り

や
す
い
状
態
に
な
り
ま
す
。　
一
晩
に
五
〇
錮

以
上
の
降
雪
が
あ
る
の
は
だ
い
た
い
九
―

一

〇
日
に
一
度
、　
一
ｍ
以
上
と
い
う
の
は

一
カ

月
に
一
回
の
割
合
で
す
。
積
雪
と
し
と
し
て

は
、
本
州
で
は
二
月
十
日
頃
、
北
海
道
で
は

二
月
末
頃
最
高
に
な
り
ま
す
。

∧
雪
崩
と
地
形
Ｖ
　
五
百
沢
智
也

三
八
年

一
月
、
五
万
分
の

一
地
形
国

「
大

野
」
に
お
け
る
雪
崩
発
生
地
点
の
地
形
と
の

関
係傾

斜
と
雪
崩
　
一
、
四
〇
度
―
五
〇
度

二
、
三
〇
度
―
四
〇
度

三
、
二
〇
度
―
三
〇
度

斜
面
の
向
き
　
東
南
方
向
が
最
多

西
　
　

　

最
少

発
生
地
点
の
斜
面
形
組
合
せ
ご
と
の
発
生

頻
度

凸
形
斜
面

・
凹
形
斜
面
　
五

一
％

凹

　

　

・
凹

　

　

　

二
四

凸
　
　
　
・
平
行
斜
面
　
　
九

凸
　
　
　
・
凸
　
　
　
　
七

植
生
と
雪
崩
頻
度

カ
ヤ
類

　

　

六
二
％

細
い
雑
木
　
　
二
五

幼
い
植
林
　
　
　
一
一

雪
崩
と
地
形
の
関
係
を
知
る
た
め
に
、
雪

崩
地
図
の
必
要
性
が
説
か
れ
、
国
土
地
理
院

で
も
、
三
八
年

一
月
の
豪
雪
の
際
の
裏
日
本

一
帯
の
雪
崩
分
布
図
や
、
三
八

・
九
年
の
谷

川
岳
の
も
の
な
ど
を
作
成
し
て
来

ま

し

た

が
、
こ
の
よ
う
な
図
が
日
本
全
国
の
山
に
つ

い
て
何
年
間
に
も
わ
た
っ
て
、
作
ら
れ
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
冬
山
の
雪
崩
に
関
す
る
知
識

も
ふ
え
、
危
険
予
防
に
も
役
立
つ
と
思
い
ま

す
。∧

穂
高
稜
線
の
雪
Ｖ
　
菅
原
省
司

ス
ラ
イ
ド
を
中
心
に
、
雪
の
結
晶
構
造
と

気
候
と
の
関
係
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

低
気
圧
通
過
の
際
の
、
温
度
、
湿
度
が
高

い
時
に
降
る
雪
は
針
状
結
晶
を
し
て
い
て
、

ア
ラ
ン
が
ま
じ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ア
ラ
ン

と
針
状
結
晶
は

一
週
間
位
そ
の
ま
ま
の
状
態

で
存
在
し
ま
す
の
で
、
低
気
圧
が
去

っ
て
気

圧
配
置
が
西
高
東
低
に
な
り
、
違

っ
た
質
の

雪
が
降
る
と
、
雪
崩
や
す
く
な
り
ま
す
。

Λ
緊
急
時
に
お
け
る
通
信
Ｖ
　
芳
野
赳
夫

日
本
山
岳
協
会
で
は
、
遭
難
者
の
発
見
を

早
め
る
た
め
に
昨
年
の
夏

「沈
黙
時
間
」
と

い
う
も
の
を
規
定
し
ま
し
た
。
ま
だ
余
り
守

ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、
遭
難
が
起
き

た
か
ら
連
絡
を
と
り
た
い
と
思
う
時
、
他
で

交
信
を
さ
れ
る
と
、受
信
さ
れ
に
く
い
の
で
、

次
の
時
間
に
は
、
交
信
せ
ず
受
信
機
を
入
れ

て
聞
く
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

十

一
時
―
十

一
時
十
五
分

十
六
時
―
十
六
時
十
五
分

二
十
時
―
二
十
時
十
五
分

（適
用
さ
れ
る
周
波
数
は
二
六
ｏ
九
七
六
メ

ガ
ヘ
ル
ツ
）

以
上
の
時
間
に
は
各
地
の
救
助
隊
も
受
信

機
を
入
れ
て
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
遭
難
者

と
救
助
隊
と
の
連
絡
が
直
接
と
れ
な
か
っ
た

場
合
に
中
継
者
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

遭
難
者
か
ら
の
発
信
を
受
け
取
っ
た
時
は
、

遭
難
者
の
方
で
三
回
呼
ん
で
も
誰
も
答
え
な

か
っ
た
場
合
に
中
継
を
と
っ
て
下
さ
い
。
中

継
者
は
、
次
の
十
項
目
に
つ
い
て
一
項
目
ご

と
に
確
認
を
と
り
な
が
ら
、
中
継
す
る
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。

一
、
受
信
者
、
コ
ー
ル
サ
イ
ン
、
所
属
会

名
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
氏
名

二
、
発
信
日
時
、
場
所

三
、
事
故
発
生
の
位
置
、
時
刻

四
、
事
故
原
因
の
程
度

五
、
遭
難
者
氏
名
、
連
絡
先
、
遭
難
者
状

況
六
、
他
の
メ
ン
バ
ー
の
状
況

七
、
現
場
の
状
況

（捜
索
が
必
要
か
、
天

候
状
態
、
雪
の
状
態
な
ど
）

八
、
救
助
要
請
の
有
無
、
希
望
人
員
、
装

備
九
、
今
後
の
行
動
予
定

十
、
今
後
の
連
絡
方
法

次
に
通
信
時
に
、
尾
根
越
し
に
通
信
す
る

場
合
に
は
、
雑
音
が
入
っ
て
良
く
聞
き
と
れ

な
か
っ
た
時
は
、
直
径
十

一
ｍ
の
円
内
を
歩

い
て
み
る
と
か
、
高
い
所

（
二
十
ｍ
ま
で
）

に
登
る
と
か
、
近
く
に
岩
壁
が
あ
る
場
合
に

は
、岩
壁
か
ら
二
・
五
ｍ
く
ら
い
離
れ
る
と
、

比
較
的
良
い
場
所
が
見
付
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

295-197001
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葛漢 堂の 山の本
1970年版 定価 530円 初見一雄著 す

東京都 千代 田区神 田駿 河 台 2の 1

電話東京291局 942/振替東京24723

こ し昔 の 話 臨響,,88昌山 日 記
内 容 :

山の装備 ……………池戸誠二郎

山の医療 ……………景山 孝正

遭難対策……………鹿野 勝彦

登山技術 についての参考資料

世 界の山々 …̈・……吉沢 一郎

山の地名“…““……佐藤  伐

山  と 人

継  組 … "¨ "… 深田 久弥

“山 と人"論………渡辺 兵 力

私 の山 と山の絵 …坂本  直行

山路随想…………田渕 行 男

山のテ ン ト 050年

……片桐盛之助

山の靴・ スキーの靴

……佐藤久二朗

馬場 島か ら入 る山男 と私

……中村 あ き子

なだれ狩 り………荘田 幹夫

イン ドの友………須田 紀子

山 の 宿…………“田口 二郎

山男 と酒………… 白木 1専次

現代登山 と妄想…村木潤次郎

シェルパの話……浜野 吉生

生 と死 と"… ………朝比奈力雄

エペ レス ト

エペ レス ト遠望…松方 二郎

エベ レス トの頂上 に立 って

……デルフ・ ライス ト

わが人生 におけるエペ レス ト

"""M.S.コ ー リ

エベ レス ト8848メ ー トル

……藤 田 佳宏
エベ レ・ス トのベー スキャンプ

にて………""… 宮下 秀樹

南  極

ヒマ ラヤか ら南極 まで

……村山 雅 美

後  章……………池戸誠二郎

山のけ もの,鳥 ,虫 な ど

……串田 孫一

山小屋一覧※登 山行程表 ※地図

図幅一覧米日本 の山※ 日本の峠

※剣岳 と谷川岳の登山規制条例

※夏山臨時電報電話取扱所一覧

米山岳保険 について米 日本 山岳

会 について米 日本 山岳会支部一

覧

一 千島・樺 太・札幌・信濃 一

大正 の終 りか ら昭和の初 めにか

けての北アルプスは異色 ある山

男 を生 んだ し,そ の山男たちの

お互 いの交 りも,い かにも「 よ

き時代」 の ものであつたように

思 われ る。初 見君 もその雰囲気

を身につけた一 人だが ,さ らに

彼 に は ,こ の著 書 に語 られ て い

る よ うなっ北 海 道・ 樺 太 あ た り

で の特 異 な青 春 遍 歴 が加 わ って

い るわ け だ。 これ らは生 や さ し

い体 験 で は な い だ け に彼 が語 る

気 になってくれたことは,全 くよか

っ た とつ くづ く思 うの で あ る。

一島田巽・魅力ある話術 より

B6
錠ゴ面

判 280頁
1,500円

んな知 っていたのである。 こん

ど旧稿新稿 を集めて本 を出 され

ることにな り,私 はその内容 目

次 を手 に したにす ぎないが,英
独仏の原典 を丹念 に渉猟 して ,

しか もしっか りした原稿 をか く

とい う。不精者や怠け者 には不

可能 なようなこ とが,長い歳月

に亘 って,続いて きたの を知 っ

たのである。著者 に とっては ,

その ときどきがたの しくて仕様

がなかったのではあるまいか。

ホ ビー とは,そ うい うものなの

である。

一藤島敏男・余暇のみのりより

大島堅造著 山の古 典 と共 に
大 島 さんはBool Collectingと
い う。・ホ ビーにいろいろある中

で も,と くに好 ましい “たの し

み"の持主 で,一方晩年 はいざ

知 らず,若い頃はあちこち山 を

歩 かれたのだか ら,「山の本」
が蒐書の対象 になるのは,当 然

のな りゆ きであったろう。或 は

海外勤務の時代 に始 まったもの

か どうか。その辺の ところは私

は詳 らかに しないが,大島さん

の西欧山岳文献 のコ レクシ ョン

は,な かなかの ものだ と,関西

は もちろん,関東 でも本好 きの

山仲間は,ずいぶん古 くか らみ

登 山用 具 専 門
■■■
■■■

L‖。
大阪市北区梅ケ枝町101 TEL.362-5736

関西テレビ〈8チ ャンネル〉ウラ

」とスキ_o専門着

|十 書Π
東 京都 文京区湯島 3丁 日38-9

片 桐 盛 之 助
電話 東京 (831)1794・ 6680番

東北線

四 谷 店 東京都新宿区三栄町二番地

TEL(351)743201912

八重洲口店 東京都中央区八重洲二の五

TEL(ηl)156008575

新 宿 店 新宿ステーションピル四階
サービスショップ

TEL(352)6564

日本信販加 盟店

【
▲

登 山 とスキー具

プライス
リス ト進 呈

イ ワタ
東京都中央区日本橋通 2-1
PHON;271-768601718
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